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67,557人（67,408人）  ９月１日現在の住民基本台帳による人口
　　　　（　　）内は８月１日現在の統計

男 32,942人（32,849人） 世帯数 28,372世帯
女 34,615人（34,559人） （28,254 世帯）
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（２００５年・第６１３号）

選挙の投票日です

　第13回むつ市長選挙は、９月25日（日）に告示され、10月２日（日）

に投票が行なわれます。

　この選挙は合併後の『むつ市』を方向づける大切な選挙です。

　夢と希望に満ちた住みよい『むつ市』にするため、棄権しないで、

あなたの大切な一票を活かしましょう。

選　

挙　

権

投
票
で
き
る
方

　

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
ま
た
、
転
居
に
よ
り
、
投
票
所
が

変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

〈
年
令
要
件
〉

　

昭
和
60
年
10
月
３
日
以
前
に
出
生
し
た
方

〈
住
所
要
件
〉

　

平
成
17
年
６
月
24
日
ま
で
に
、
む
つ
市
の

住
民
基
本
台
帳
（
住
民
票
）に
登
録
の
届
け
出

を
し
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
居
住
し
て
い

る
方
。
た
だ
し
投
票
日
の
前
日
（
10
月
１
日
）

ま
で
に
他
市
町
村
に
転
出
し
た
方
は
投
票
で

き
ま
せ
ん
。

〈
市
内
で
転
居
し
た
方
〉

　

平
成
17
年
９
月
17
日
以
降
に
市
内
で
転
居

の
届
け
出
を
し
た
方
は
、
旧
住
所
地
の
投
票

所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

投
票
で
き
な
い
方

 
・
市
外
へ
転
出
し
た
方

 
・
成
年
被
後
見
人

 

・
禁
固
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
、
そ
の
執
行
が
終

わ
る
ま
で
の
者（
刑
の
執
行
猶
予
中
の
者
は
除

か
れ
る
）

 

・
法
律
で
定
め
ら
れ
た
選
挙
に
関
す
る
犯
罪
に

よ
り
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
刑

の
執
行
猶
予
中
の
者
、
並
び
に
選
挙
権
お
よ

び
被
選
挙
権
が
停
止
さ
れ
て
い
る
者

※
現
に
当
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
て
も
、
修
学
の
た
め

他
の
市
町
村
の
寮
・
下
宿
等
に
居
住
し
て
い
る
学
生
の

住
所
は
、
そ
の
寮
・
下
宿
等
が
原
則
に
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
当
市
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、そ
の
寮
・

下
宿
等
が
家
族
の
居
住
地
に
近
接
す
る
地
に
あ
り
、
休

み
以
外
に
も
し
ば
し
ば
帰
宅
す
る
必
要
が
あ
る
等
、
特

段
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
除
か
れ
ま
す
。

投
票
の
方
法

　

投
票
は
記
号
式
投
票
で
行
な
い
ま
す
。

　

記
号
式
投
票
と
は
、
候
補
者
の
氏
名
の
上
に

○
印
を
ひ
と
つ
だ
け
つ
け
る
も
の
で
す
。

　

２
人
以
上
の
候
補
者
に
○
印
を
つ
け
た
り
、

△
×
●
の
よ
う
に
○
印
以
外
の
記
号
を
つ
け
た

り
文
字
を
書
い
た
り
す
る
と
無
効
に
な
り
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
無
効
に
な
っ
て
は
あ

な
た
の
意
思
を
市
政
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
正
し
い
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

〈
代
理
投
票
も
で
き
ま
す
〉

 

・
手
や
腕
の
故
障
な
ど
で
文
字
の
書
け
な
い
方

や
、
文
字
の
読
み
書
き
が
十
分
で
な
い
方
は
、

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
厳
守
の

う
え
、
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
記
載
し
、
投
票
い

た
し
ま
す
。

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

選
挙
は
選
挙
期
日
（
投
票
日
）に
投
票
所
に

お
い
て
投
票
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま

す
が
、
期
日
前
投
票
制
度
は
選
挙
期
日
前
で
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10月２日の日曜日、朝７時～夜８時は

むつ市長

【投票所 入 場 券 】
　従来、旧むつ地区では選挙の際に投票所入場券を発行していませんでしたが、合併を機

会に投票所入場券を発行することになりました。

　投票所入場券は告示後送付いたしますが、旧町村で発行していたものと若干違いますの

でご注意ください。投票所入場券は世帯単位となっており、投票の際には投票者一人分を

切り離して投票所に持参してください。

　なお、投票所入場券を紛失された方や、忘れた方も投票はできますので、投票所で係員

に申し出てください。

あ
っ
て
も
選
挙
日
と
同
じ
く
投
票
を
行
な
う

こ
と
が
で
き
る
（
投
票
用
紙
を
直
接
投
票
箱

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
）仕
組
み
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
期
日
前
投
票
制
度
を
利
用
で
き
る
の

は
、
選
挙
日
に
仕
事
や
用
務
が
あ
る
な
ど
、

従
来
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
不
在
者
投
票

事
由
に
該
当
す
る
方
々
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
出
稼
ぎ
等
で
他
市
町
村
で
投
票
す

る
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
の
不
在
者
投
票
の

請
求
を
告
示
前
で
も
受
付
け
し
て
い
ま
す
。

〈
期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間
〉

９
月
26
日（
月
）〜
10
月
１
日（
土
）

〈
期
日
前
投
票
の
受
付
時
間
〉

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

〈
期
日
前
投
票
を
行
な
う
場
所
〉

む
つ
地
区
…
む
つ
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
北
庁
舎
１
階
）

川
内
地
区
…
川
内
庁
舎
図
書
室

大
畑
地
区
…
大
畑
庁
舎
３
階
会
議
室

脇
野
沢
地
区
…
脇
野
沢
庁
舎
相
談
室

〈
期
日
前
投
票
の
方
法
〉

　

宣
誓
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

宣
誓
書
の
用
紙
は
期
日
前
投
票
所
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。（
印
鑑
不
要
）

〈
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票（
在
宅
投
票
）〉

　

郵
便
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
の
不
在

者
投
票
用
紙
等
の
請
求
は
、
投
票
日
の
４
日

前
（
９
月
28
日
）ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
人
が
署
名
し
た
請
求
書
に
郵
便
投
票
証
明

書
を
添
え
て
選
挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

この選挙について詳しくは

むつ市選挙管理委員会

�22-1111内線 782

投票所についてのお問い合わせは

各庁舎管理課

川内 地区 �42-2111
大 畑 地 区 �34-2111
脇野沢地区 �44-2111

開　　票

即 日 開 票 し ま す

む つ 市 民 体 育 館

市内各投票所と投票区域は、　
次のページの表のとおりです。
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【川内地区】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
投票区 投票所 投票区域

第37 投票区 川 内 庁 舎 図 書 室 谷地町、中町、浦町、上町、浜町

第38 投票区 第 一 川 内 保 育 所 新町、木品木、高野川、石倉、熊ヶ平、板子塚

第39 投票区 健康管理センター 仲崎町、初見、葛沢

第40 投票区 銀杏木地区公民館 銀杏木、安部城、せせらぎ荘

第41 投票区 桧 川 地 区 公 民 館 桧川

第42 投票区 宿野部地区公民館 宿野部

第43 投票区 蛎 崎 地 区 公 民 館 蛎崎

第44 投票区 畑 地 区 公 民 館 畑

第45 投票区 戸 沢 地 区 公 民 館 戸沢

第46投票区 上小倉平地区公民館 上小倉平、下小倉平

第47 投票区 田野沢地区公民館 田野沢

第48 投票区 湯野川地区公民館 湯野川

第49 投票区 袰 川 地 区 公 民 館 袰川

【大畑地区】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
投票区 投票所 投票区域

第50 投票区 新 町 町 内 会 館 新町、本町、庚申堂

第51 投票区 大 畑 地 区 公 民 館 東町、筒万坂、伊勢堂、上野

第52 投票区 正津川地区公民館 正津川、高待、平

第53 投票区 あ す な ろ 保 育 園 本町、南町、庚申堂、堂近、兎沢

第54 投票区 湊 町 内 会 館 湊

第55 投票区 湯 坂 下 児 童 館 湯坂下、八幡湯坂

第56投票区 二枚橋地区公民館 二枚橋、釣屋浜、大畑道

第57投票区 木野部生活改善センター 木野部、佐助川

第58投票区 関根橋生活改善センター 関根橋、谷地道

第59投票区 小目名生活改善センター 小目名、薬研、高橋川

第60投票区 孫次郎間地区公民館 孫次郎間、涌舘、大畑道

第61投票区 赤川へき地保健福祉館 赤川、延寿園

第62投票区 中 島 児 童 館 中島

第63投票区 上 野 町 内 会 館 上野、水木沢

【脇野沢地区】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
投票区 投票所 投票区域

第64投票区 脇 野 沢 庁 舎 清水町、下町、緑町、本町、谷地町、親和町、浜町、湊町、上町、弥生町、瀬野、新井田

第65投票区 小沢地区生活福祉センター 小沢

第66投票区 滝山地区生活福祉センター 滝山、片貝、源藤城

第67投票区 九艘泊地区生活福祉センター 九艘泊

第68投票区 蛸田地区生活福祉センター 蛸田

第69投票区 寄浪地区生活福祉センター 寄浪

最近住所が変わった方は、前もって投票所をご確認ください。

投票所の場所がわからない場合は、市選挙管理委員会および各分庁舎管理課にお問い合わせください。

投票所入場券に記載されている投票場所を確認して投票に行きましょう。
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【むつ地区】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
投票区 投票所 投票区域

第１投票区 柳 町 保 育 所 柳町一丁目～二丁目、柳町三丁目（４番～６番）、栗山町、上川町、上川

第 ２ 投票区 柳 町 集 会 所 柳町三丁目（４番～６番を除く区域）、柳町四丁目、女館、槌川目、前田、道向

第 ３ 投票区 田 名 部 町 集 会 所 本町、田名部町

第 ４ 投票区 横 迎 町 集 会 所 横迎町一丁目～二丁目

第 ５ 投票区 熊 野 神 社 社 務 所 新町

第 ６ 投票区 小川町摩利支尊天堂 小川町一丁目（７番～９番）、小川町二丁目

第 ７ 投票区 星 美 幼 稚 園
小川町一丁目（７番～９番を除く区域）、金谷一丁目（９番～全部）

松山町、石上谷、長坂、立山、二又、後田、松山、新川町、第二松山団地、小松ケ丘

第 ８ 投票区 市役所市民ルーム 金谷一丁目（１番～８番）、金谷二丁目、緑ヶ丘、十二林、美里町、頭梨子、岩菜、矢立山、みちのく荘

第 ９ 投票区 中央町内会集会所 中央一丁目～二丁目

第10投票区 海老川コミュニティセンター 海老川町、緑町、昭和町（１番～６番）、仲町（８番）

第11 投票区 下 北 町 集 会 所 港町、下北町

第12投票区 こ ば と 幼 稚 園 昭和町（７番～全部）、仲町（８番を除く区域）、若松町

第13投票区 苫 生 小 学 校 苫生町一丁目～二丁目、金曲一丁目

第14投票区 金 曲 集 会 所 金曲二丁目～三丁目、南町、赤川町、松原町、赤川ノ内並木

第15投票区 大曲コミュニティセンター 大曲一丁目～三丁目、南赤川町、一里小屋、釜臥荘、しもきた療育園

第16投票区 品 ノ 木 集 会 所 品ノ木、酪農

第17投票区 土 手 内 集 会 所 赤坂、土手内、和泉町

第18投票区 斗南岡生活改善センター 斗南岡、最花

第19投票区 樺 山 集 会 所 宮後、尻釜、樺山

第20投票区 漁民研修センター北関根分館 名古平、南名古平、清平、南関根、北関根、高梨、水川目、出戸、名子

第21投票区 関根浜漁民研修センター 美付、浜関根

第22投票区 漁民研修センター烏沢分館 川代、烏沢、新田

第23投票区 金谷沢生活改善センター 大室平、金谷沢、神山、陽幸園

第24投票区 奥 内 小 学 校 二又、今泉、第二石蕨平、奥内、浜奥内

第25投票区 近 川 集 会 所 近川、恵光園

第26投票区 中 野 沢 集 会 所 中野沢、中野沢開拓

第27投票区 山 田 町 集 会 所 山田町（６番～全部）、文京町（21番～全部）、越葉沢、松森町、荒川町、つつじヶ丘

第28投票区 大 平 小 学 校 山田町（１番～５番）、旭町、文京町（１番～20番）、真砂町、大平町（１番～20番）

第29投票区 大 平 保 育 園 並川町、大平町（21番～全部）、大湊新町

第30投票区 市 中 央 公 民 館 大湊浜町、大湊上町

第31投票区 老人憩の家福寿荘 川守町

第32投票区 宇 田 町 内 会 館 宇田町、大湊町２番50号

第 33投票区 桜 木 町 集 会 所 桜木町、第42警戒群、大湊町（２番50号を除く区域）、大近川、桜木園、第二桜台団地

第34投票区 宇曽利川町内会館 宇曽利川、堺田、大湊航空隊、早崎、石橋

第35投票区 城ヶ沢地区集会所 新城ヶ沢（中丁塚）、城ヶ沢、泉沢、永下、新之助

第36投票区 角違公民館（分館） 近沢、角違、大川目

お確かめください

あ な た の 投 票 所
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９月下旬から、国勢調査員がみなさんのお宅に調査票を配りにお伺いします。

調査票がお手元に届いたら、10月１日現在のみなさんの状況を記入してください。

記入していただく項目は、男女の別、出生の年月、就業状態、通勤・通学地、住居の種類など17項目です。

記入していただいた内容は、統計を作成するためだけに使い、調査票は集計後に溶かします。

調査票に書かれたことが他にもれることは絶対にありませんので、ご安心ください。

10月上旬までに、再び国勢調査員が調査票を受け取りにお伺いします。

調査の結果は、今年の12月から公表します。

まず、人口や世帯数の速報値を、その後『高齢者世帯の状況』や

『労働力状態、産業別構成』などを順次集計・公表していきます。

これらの調査結果は、まちづくりを進める貴重な資料として役立てていきます。

現在、日本は少子・高齢化が急速に進んでいます。

みんなが暮らしやすいまちを作っていくためには、

住宅や福祉、医療の面でどういった対策が必要なのかを、調査結果から探っていきます。

そのためには、正しい統計が必要です。

もし、みなさんからの回答が得られなかったり、

回答内容が不正確、不完全だと、精度の低い統計になってしまいます。

あなたのまちの未来のために、あなたの現在を調査票に記入してください。

（２００５年・第６１３号）

10月１日は国勢調査の日です！
あなたとこのまちの21世紀のために10月１日、国勢調査を実施します。

５年に１度、日本に住んでいるすべての人を対象に行なう大規模な統計調査です。
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（２００５年・第６１３号）

国勢調査Ｑ＆Ａ
〈詳しくは〉

市企画課統計係 �22-1111内線 213

Ｑ 国勢調査員はどんな人なの？

Ａ 調査票を配布・回収する国勢調査員は、市町村長の推

薦に基づいて総理大臣が任命する非常勤の国家公務員

です。

Ｑ どうしても答えなければならないの？

Ａ 調査票が提出されなかったり、正しい回答がされな

かったりすると、誤った統計になってしまいます。そ

うしたことを防ぐため、『統計法』および『国勢調査令』

で回答の義務について規定しています。つまり、国勢

調査に参加することは、私たちの義務の一つなのです。

Ｑ 氏名も登録されるの？

Ａ 調査票に氏名を記入するのは、調査対象としてだれが

調査されたか、各調査事項がだれによって記入された

ものであるかを確認し、調査漏れや重複調査を防ぐた

めです。また、万が一、記入内容に不備があったとき

に照合する手がかりとするためでもあります。

このように、あくまでも正確な調査を実施する目的で

氏名を記名していただくのであって、登録や集計の対

象となることは、決してありません。

Ｑ 個人情報は守られるの？

Ａ 調査をする人が、調査の結果を他人に漏らしたり、統

計をつくる目的以外に調査票を使ったりすることは法

律で固く禁じられています。

なお、調査票は外部の人の目にふれないよう厳重に保

管され、集計後はすべて溶かして再生紙として生まれ

変わります。

Ｑ 調査結果はいつ分かるの？

Ａ 人口・世帯数の速報は、2005 年の12月に公表され、

そのほかの集計結果は、2006年以降順次公表されます。

結果をまとめた報告書は、都道府県・市町村の統計担

当課や図書館などでも閲覧可能です。また総務省統計

局のホームページでも見ることができます。

www.stat.go.jo

Ｑ 調査結果はどんなことに使われるの？

Ａ 都道府県議会や市町村議会の議員数の決定、地方交付

税交付金の算定基準などに用いられたり、都市計画や

社会福祉政策、経済政策、防災計画などを立てたりす

るときの基礎資料として活用されます。

このほかにも、将来人口の予測や人口分析など、さま

ざまな分野で調査結果が使われます。

　青森県統計協会出版の平成１8年版青森県民手

帳は、手帳としてはもちろん、各種データやむつ

市の特別記事を掲載し、内容充実です。カバーも

緑と黒の２色。お好きな色をポケットにどうぞ！

〈問合せ・申込先〉

市企画課統計係 �22-1111 内線 213

〈発行時期〉１０月下旬（予定）

〈価　　格〉５００円（消費税込み）

〈カバーの色〉緑・黒
◆スケジュール帳と都道府県・県内市町村の主要統計を
　コンパクトに収録
◆ふるさとの祭り、イベントがわかる週間予定表
◆分冊『ふるさと便利帳』で青森を再発見
◆県内市町村の合併状況も早わかり

平成１8年版青森県民手帳予約募集中！
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む
つ
市
の
事
務
事
業
の
見
直
し
や
財

政
の
健
全
化
な
ど
、
市
の
行
政
改
革
を

行
な
う
た
め
の
指
針『
行
政
改
革
大
綱
』

の
策
定
と
実
施
に
あ
た
り
行
政
改
革
審

議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

〈
任
期
〉委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

〈
募
集
人
員
〉５
人

〈
応
募
資
格
〉

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
む
つ
市
に
在
住
す
る
方

②
年
令
20
才
以
上
の
方（
平
成
17
年
９
月
１

日
現
在
）

③
国
も
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
議
員

ま
た
は
常
勤
の
公
務
員
で
な
い
方

④
市
の
他
の
審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
方

⑤
年
３
〜
４
回
程
度
開
催
さ
れ
る
会
議

に
出
席
で
き
る
方

⑥
む
つ
市
の
発
展
方
策
や
行
政
改
革
に

つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
今
後
の
市
の

行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
ご
意
見

を
お
持
ち
の
方

〈
内
容
〉

　

行
政
改
革
の
実
施
お
よ
び
推
進
に

関
し
、
必
要
な
意
見
、
助
言
な
ど
を

行
な
い
ま
す
。

※
会
議
は
市
役
所
本
庁
舎
で
年
３
〜
４
回
平

日
２
時
間
程
度

〈
応
募
方
法
〉

　

応
募
申
込
書
・
レ
ポ
ー
ト
を
持

参
、
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
、
総
務
課
事
務
管

理
係
（
市
役
所
本
庁
舎
）に
提
出
く
だ
さ

い
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
は
封
筒
左

側
に
『
行
革
審
議
委
員
応
募
』と
記

入
、
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
タ
イ
ト

ル
を『
行
革
審
議
委
員
応
募
』と
し
て

送
信
く
だ
さ
い
。

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
申
込
書
は
総
務
課
事
務
管
理
係
ま
た
は
各

分
庁
舎
管
理
課
で
配
布
。
郵
送
希
望
の
場

合
は
、
80
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

を
同
封
し
総
務
課
事
務
管
理
係
へ
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〈
選
考
方
法
〉

　

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
、
結
果

を
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

〈
受
付
期
間
〉

９
月
16
日（
金
）〜
30
日（
金
）

 

・
持
参
の
場
合
…
期
間
中
の
受
付
時

間
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
。
な
お
、
土
・
日

曜
日
は
閉
庁
の
た
め
、
受
付
け
し

ま
せ
ん
。

 

・
郵
送
の
場
合
…
９
月
30
日（
金
）必
着

 

・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
…
９
月
30
日

（
金
）午
後
５
時
15
分
必
着

〈
詳
し
く
は
〉

市
総
務
課
事
務
管
理
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
１
４
６

23

－

５
１
７
８　
　
　
　
　

�mt-soumu50@mutsu.e-shimokita.jp

�w
w
w
.e-shim

okita.ne.jp　

　

簡
単
な
体
操
や
鬼
ご
っ
こ
な
ど
を
し

な
が
ら
、
体
力
作
り
と
親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　

保
育
士
等
を
対
象
に
し
た
実
施
研
修

会
も
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉10
月
５
日（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉市
中
央
公
民
館
講
堂

〈
ど
ん
な
〉

『
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
１
・
２
・
３
』（
40
組
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

歩
行
可
能
な
１
才
以
上
３
才
未
満

の
幼
児
と
そ
の
保
護
者
。

※
託
児
（
３
才
〜
就
学
前
）
を
行
な
い
ま
す
。（
要
予
約
）

『
実
技
研
修
』
（
50
名
）

午
後
１
時
〜
３
時

　

保
育
士
等
の
子
育
て
支
援
関
係
者
。

〈
講
師
〉

国
立
総
合
児
童
セ
ン
タ
ー
『
こ
ど
も
の
城
』職
員

〈
参
加
費
〉無
料

〈
準
備
す
る
も
の
〉

 

・
動
き
や
す
い
服
装（
ス
カ
ー
ト
不
可
）

 

・
動
き
や
す
い
上
履
き

 

・
汗
拭
き
タ
オ
ル

 

・
着
替
え　

 

・
飲
み
物

〈
申
込
締
切
〉９
月
28
日（
水
）

〈
申
込
方
法
〉

 

・
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
１
・
２
・
３

　

青
森
県
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

 

・
実
技
研
修

　
『
参
加
申
込
書
』に
よ
り
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。　

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
県
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

�

０
１
７

－

７
３
２

－

１
０
１
１

０
１
７

－

７
３
２

－

１
０
７
３

市
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
１
４

（２００５年・第６１３号）

親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
１
・
２
・
３

む
つ
市
行
政
改
革
審
議
会
委
員
募
集
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９
月
26
日（
月
）・
28
日（
水
）・
29
日

（
木
）の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
、
大
湊
中

学
校
・
大
湊
高
等
学
校
に
よ
る
中
高
一

貫
教
育
授
業
公
開
が
県
立
大
湊
高
等
学

校
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
授
業
は
両
校
で
実
施
し
て
い
る

中
高
一
貫
教
育
の
一
環
と
し
て
行
な
わ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
大
湊
中
学
校
の
生

徒
が
大
湊
高
等
学
校
で
大
湊
高
等
学
校

の
学
習
内
容
を
体
験
学
習
す
る
も
の
で

す
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
大
湊
中
学

校
２
年
生
の
授
業
の
様
子
を
広
く
市
民

の
み
な
さ
ま
に
公
開
し
、
中
高
一
貫
教

育
に
対
す
る
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉９
月
26
日（
月
）・
28
日（
水
）・
29
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
20
分

〈
ど
こ
で
〉県
立
大
湊
高
等
学
校

※
職
員
玄
関
よ
り
お
入
り
い
た
だ
き
、
案
内
表
示

に
し
た
が
っ
て
会
場
ま
で
お
進
み
く
だ
さ
い
。

（２００５年・第６１３号）

大
湊
中
学
校
・
大
湊
高
等
学
校
『
中
高
一
貫
教
育
授
業
公
開
』

◎
パ
ソ
コ
ン
講
座

〈
い
つ
〉（
２
時
間
×
８
回
）

10
月
18
日
〜
火
・
木
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

〈
ど
こ
で
〉大
畑
高
校
情
報
処
理
室

〈
ど
ん
な
〉

 

・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
基
本

 

・
ワ
ー
プ
ロ
初
級 

・
ワ
ー
プ
ロ
活
用

 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

〈
定
員
〉25
名
程
度

※
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
で
、
こ
の
講
座
に
参
加

し
た
こ
と
の
な
い
方
で
、
継
続
し
て
出
席

で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

〈
講
師
〉

大
畑
高
校
商
業
・
情
報
担
当
の
教
員

◎
危
険
物
講
座

〈
い
つ
〉（
２
時
間
×
10
回
）

10
月
17
日
〜
月
・
水
曜
日

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

※
11
月
末
の
危
険
物
の
試
験
に
あ
わ
せ
て

〈
ど
こ
で
〉大
畑
高
校
理
科
室

〈
ど
ん
な
〉

 

・
危
険
物
の
定
義
と
共
通
し
た
性
質

 

・
燃
焼
と
消
火

 

・
危
険
物
第
１
類
か
ら
第
６
類
ま
で
の
性
質

〈
定
員
・
対
象
〉25
名
程
度

※
継
続
し
て
出
席
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

〈
講
師
〉

・
物
理
分
野
…
…
…
…
…
竹
園
校
長

・
化
学
分
野
…
…
…
…
…
坂
本
謙
二

〈
ど
ん
な
〉

 

・
ガ
イ
ダ
ン
ス（
大
湊
高
等
学
校
５
系
列
の
説
明
）

 

・
５
系
列
『
人
文
科
学
、
自
然
科
学
、

介
護
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ
、
情
報
表
現
』

の
体
験
学
習（
各
１
時
間
）

※
大
湊
高
等
学
校
で
は
、
２
年
生
か
ら
系
列

別
の
学
習
が
行
な
わ
れ
ま
す

〈
そ
の
他
〉

 

・
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す

 

・
入
退
室
は
自
由
で
す
。
ご
都
合
の
い

い
時
間
帯
で
ご
参
観
く
だ
さ
い

〈
詳
し
く
は
〉

市
教
育
委
員
会
指
導
課

�

22

－

１
１
１
１
内
線
７
５
２

大
畑
高
等
学
校
学
校
公
開
講
座
参
加
者
募
集

〈
申
込
方
法
〉

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
氏
名
と
連
絡
先
を
明

記
し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
締
切
〉９
月
30
日（
金
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

大
畑
高
校

（
パ
ソ
コ
ン
講
座
担
当
・
馬
場
／
危
険
物
講
座
担
当
・
坂
本
）

�

34

－

３
１
２
０

34

－

５
８
０
２

廃
棄
物
対
策
課
か
ら

ご
み
処
理
注
意
警
報
発
令
！

▼
ス
プ
レ
ー
缶
や
小
型
の
ガ
ス
缶
は
使

い
き
っ
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。
必

ず
、
缶
の
底
部
分
に
穴
を
あ
け
て
か

ら
決
め
ら
れ
た
日
に
不
燃
ご
み
と
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
み
の
収
集

作
業
中
の
爆
発
、
引
火
等
の
危
険
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
空
き
缶
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
ガ
ム
、

紙
く
ず
等
、
ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に
止

め
ま
し
ょ
う
。
ま
し
て
や
、
ご
み
の

不
法
投
棄
は
も
っ
て
の
ほ
か
で
す
。

あ
な
た
の
マ
ナ
ー
が
、
き
れ
い
な
町

を
つ
く
り
、
き
れ
い
な
道
路
を
維
持

し
ま
す
。
悪
質
な
場
合
は
罰
金
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。

▼
ご
み
の
野
焼
き
は
、
廃
棄
物
処
理
法

に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
害

な
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
発
生
さ
せ
る
な

ど
生
活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
原
因

と
な
る
か
ら
で
す
。
悪
質
な
場
合
は

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
300
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
廃
棄
物
対
策
課
廃
棄
物
対
策
係

�
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【
下
水
道
へ
の
取
り
組
み
】

　

本
市
の
下
水
道
事
業
は
、
旧
む

つ
市
の
区
域
（
む
つ
処
理
区
）に
つ
い
て

は
平
成
７
年
か
ら
始
ま
り
、
平
成

17
年
3
月
末
で
処
理
人
口
普
及
率

４・０
％
、
旧
大
畑
町
の
区
域（
大
畑
処

理
区
）に
つ
い
て
は
平
成
11
年
か
ら
始

ま
り
処
理
人
口
普
及
率
10
・
２
％
、

旧
川
内
町
の
区
域
（
川
内
処
理
区
）に
つ

い
て
は
平
成
６
年
か
ら
始
ま
り
処
理

人
口
普
及
率
45
・
６
％
、
旧
脇
野
沢

村
の
区
域
（
脇
野
沢
処
理
区
）に
つ
い
て

は
平
成
８
年
か
ら
始
ま
り
処
理
人
口

普
及
率
51
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
の
管
渠
工
事
は
市
全

体
で
25
件
を
予
定
し
、
１
日
も
早
く

多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
下
水
道

を
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

【
下
水
道
接
続
の
お
願
い
】

　

川
の
汚
れ
の
一
番
の
原
因
は
、
一

般
家
庭
の
台
所
排
水
や
洗
濯
排
水
等

の
生
活
排
水
に
よ
る
汚
れ
で
す
。
こ

の
家
庭
排
水
を
下
水
道
に
接
続
す
る

こ
と
で
、
住
宅
周
辺
の
側
溝
や
川
が

き
れ
い
に
な
り
悪
臭
や
蚊
や
ハ
エ
の

発
生
を
防
止
で
き
ま
す
。
ま
た
、
排

水
は
処
理
場
に
集
め
ら
れ
浄
化
さ
れ

て
き
れ
い
な
水
と
し
て
自
然
に
戻
さ

れ
ま
す
。

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
水
洗
ト
イ
レ

が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
は
、

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
も
速
や

か
に
下
水
道
へ
切
り
替
え
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
排
水
設
備
工
事
】

　

排
水
設
備
と
は
、
み
な
さ
ん
の
宅

地
内
（
道
路
上
の
場
合
も
あ
り
ま
す
）に
あ

る
公
共
汚
水
マ
ス
に
水
洗
ト
イ
レ
、

台
所
、
風
呂
な
ど
か
ら
生
活
排
水
を

流
し
込
む
設
備
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
排
水
設
備
は
み
な
さ
ん
の
負

担
で
設
置
し
管
理
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
工
事
は
市
が
指
定
し
て
い
る

排
水
設
備
工
事
業
者
（
76
社
あ
り
ま
す
）

で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

　

【
排
水
設
備
等
工
事
支
援
制
度
】

　

汲
み
取
り
便
所
を
水
洗
ト
イ
レ
に

改
造
す
る
方
や
、
浄
化
槽
を
廃
止
し

て
下
水
道
に
接
続
す
る
方
に
対
す
る

支
援
制
度
で
す
。
供
用
開
始
開
始
か

ら
３
年
以
内
に
接
続
し
て
い
た
だ
く

む
つ
市
の
下
水
道
ガ
イ
ド　

下
北
の
き
れ
い
な
環
境
を
未
来
ま
で
守
ろ
う

平成17年８月現在

処理区 対象世帯数 接続世帯数 接続率

む つ 処 理 区 510 196 38.4%

大 畑 処 理 区 574 124 21.6%

川 内 処 理 区 1,027 575 56.0%

脇野沢処理区 353 193 54.7%

●排水設備等工事資金貸付制度

貸 付 限 度 額
汲み取り便所改造 55万円＋大便器1個につき25万円（3個まで）

浄 化 槽 廃 止 45万円

利 息 無利子（全額市が負担）

償 還 期 間 5年間

連 帯 保 証 人 市内独立生計の者

●排水設備等工事費助成金制度（大畑処理区に限定し、貸付制度との併用はできません）

対象工事費の10％

または助成金限度額

汲み取り便所改造 7万円

浄 化 槽 廃 止 3万円

　※生活保護法による保護を受けている場合

対象工事費の限度額－控除額（生活保護法による住宅扶助費及び他の補助金）＝助成金

限 度 額
汲み取り便所改造 70万円－控除額＝助成金

浄 化 槽 廃 止 30万円－控除額＝助成金

●生活扶助世帯水洗便所改造費補助制度（川内処理区に限定し、貸付制度との併用はできません）

　対象工事費から生活保護法による保護を受けている場合は、生活保護法による住宅扶助費及

び他の補助金を除いた額または337,000円のいずれか少ない額。
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こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

【
浄
化
槽
整
備
事
業
費
補
助
金
交
付
制
度
】

　

浄
化
槽
は
、
家
庭
か
ら
出
る
し
尿

や
台
所
、
風
呂
か
ら
の
生
活
排
水
を

下
水
道
並
み
に
処
理
が
で
き
る
施
設

で
、川
や
海
の
汚
れ
を
防
止
し
ま
す
。

　

市
で
は
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
地
域
に
お
い
て
も
、
快
適
な
生

活
が
で
き
る
よ
う
浄
化
槽
の
普
及
に

努
め
、
一
定
の
条
件
の
も
と
に
浄
化

槽
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

●
対
象
区
域

　

公
共
下
水
道
認
可
区
域
、
漁
業
集

落
排
水
事
業
整
備
区
域
以
外
の
区
域
。

●
対
象
者

　

上
記
補
助
対
象
区
域
の
専
用
住
宅

に
お
い
て
、
処
理
対
象
人
員
10
人
以

下
の
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
。

●
補
助
金
額

　

浄
化
槽
の
設
置
に
要
す
る
費
用
の

う
ち
、
次
の
表
に
定
め
る
限
度
額
と

を
比
較
し
て
い
ず
れ
か
少
な
い
額
。

【問合せ先】
建設部下水道課　�23-6591

宅内排水設備工事、支援制度、浄化槽補助金に関する問合せ…施設係

管渠工事、公共汚水ますに関する問合せ…………………………工務係

受益者負担（分担）金、使用料に関する問合せ……………………業務係

区域 ５人槽 ６～７人槽 ８～10人槽

むつ処理区 105,000円 123,000円 156,000円

大畑処理区 124,500円 145,000円 184,500円

川内処理区 249,000円 291,000円 369,000円

脇 野 沢
処 理 区

105,000円 123,000円 156,000円

　平成17年 4月から、下水道課は『むつ下水浄化センター』の施設を事務所にして

います。むつ市役所から遠い場所で市民のみなさまにはご不便をおかけしています

が、電話による問合せや相談は随時受付けていますので、ご理解をいただきますよ

うお願いいたします。

　なお、各分庁舎建設課でも問合せや相談は随時受付けています。



( 1 2 )

（２００５年・第６１３号）

各
委
員
長
報
告

総
務
常
任
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
議
案
２
件
、
報
告
６
件
に
つ
い
て
、

審
査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
６
月
28
日
、
関
係
部

長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案
２

件
お
よ
び
報
告
６
件
は
全
会
一
致
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
並
び
に
承
認
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
た
主

な
る
質
疑
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
ず
、
報
告
第
22
号　

専
決
処
分
し

た
事
項
の
報
告
お
よ
び
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
、
理
事
者
か
ら
次
の
よ

う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
は
、
市
が
加
入
し
て
い
る

青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
減
少
お

よ
び
青
森
県
市
町
村
退
職
手
当
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て
、
構
成
団
体
で
あ

る
津
軽
北
部
広
域
事
務
組
合
が
解
散
し

た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
は
、
浪

岡
町
長
に
関
す
る
問
題
等
で
、
弊
害
を

生
む
要
因
が
組
合
議
員
の
構
成
に
あ
る

の
で
今
後
は
、
市
お
よ
び
町
村
議
長
会

の
代
表
も
構
成
メ
ン
バ
ー
に
す
べ
き
で

な
い
か
。
ま
た
、
そ
の
後
の
退
職
手
当

組
合
の
状
況
を
知
り
た
い
と
の
質
疑
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
理
事
者
側
か
ら
は
、

構
成
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
ど
う
な
る

か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
浪
岡
町
長
の
問

題
が
出
さ
れ
た
時
点
で
、
退
職
手
当
の

見
直
し
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て

い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
合
併
に
よ

り
失
職
し
た
町
村
長
の
場
合
の
退
職
金

の
算
出
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
の
質
疑

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
理
事
者
か
ら
は
、
廃

置
分
合
に
よ
り
失
職
し
た
首
長
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
退
職
金
に
1.5
上
乗
せ
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

以
上
で
、
総
務
常
任
委
員
会
の
審
査

報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

産
業
経
済
常
任
委
員
会

　

産
業
経
済
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
３
件
に
つ
い
て
、
審
査
の

経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
６
月
28
日
、
関
係
部

長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
各
議
案

は
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
た
主

な
る
質
疑
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

初
め
に
、
議
案
第
１
６
７
号　

む
つ

市
産
業
会
館
条
例
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
複
数
の
委

員
か
ら
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
産
業
会
館
の
開
館
時
間
に
つ

い
て
、
委
員
か
ら
、
午
後
９
時
の
閉
館

時
間
は
遅
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
の

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
様
々

な
業
種
の
人
々
や
商
店
経
営
者
等
、
夜

遅
く
ま
で
働
く
人
々
の
利
便
性
を
考

え
、
会
議
時
間
を
設
定
で
き
る
よ
う
に

し
た
も
の
で
、
研
修
会
や
講
習
会
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
朝
市
、フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
の
『
こ
み
せ
広
場
』を
行
な

う
と
す
れ
ば
、
近
隣
商
店
街
と
の
摩
擦

が
生
じ
な
い
か
と
の
質
疑
に
は
、
特
段
、

近
隣
の
商
店
と
の
競
合
性
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
指
定
管
理
者
の
収
入
と
委
託

料
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側

か
ら
、
県
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
指
定

管
理
者
制
度
に
お
い
て
は
、
使
用
料
収

入
金
額
の
約
３
割
を
差
し
引
い
て
、
管

理
料
と
し
て
支
払
っ
て
い
る
の
が
実
状

で
あ
り
、
指
定
管
理
者
が
指
定
の
内
容

に
沿
っ
て
、
が
ん
ば
れ
ば
、
が
ん
ば
る

ほ
ど
、
こ
の
３
割
は
委
託
料
と
相
殺
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

企
画
力
を
も
っ
た
、
賑
わ
い
を
創
出
で

き
る
者
で
な
け
れ
ば
、
公
の
施
設
の
管

理
は
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か

と
の
理
由
で
、
こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ

る
の
で
あ
り
、
契
約
期
間
は
３
年
を
考

え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

  

次
に
、
指
定
管
理
者
の
募
集
に
つ
い

て
委
員
か
ら
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側

か
ら
、
８
月
中
旬
以
降
に
説
明
会
を
開

催
、
９
月
20
日
か
ら
10
月
３
日
ま
で
が

募
集
期
間
、
そ
の
後
、
選
定
委
員
会
で

候
補
者
を
選
定
、
議
会
の
承
認
を
得
る

こ
と
に
な
る
。応
募
資
格
は
株
式
会
社
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
町
内
会
等
で
あ
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
指
定
管
理
者

は
、
産
業
会
館
、
観
光
物
産
館
、
イ
ベ

ン
ト
広
場
の
３
施
設
ま
と
め
て
１
管
理

者
と
い
う
こ
と
で
、
毎
月
、
利
用
状
況

や
管
理
状
況
等
を
報
告
し
て
も
ら
い
、

内
容
を
審
査
し
、
経
営
不
振
で
あ
れ
ば

調
査
し
、
指
導
す
る
こ
と
に
な
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
産
業
会
館
は
収
益
事
業
は
で

き
る
の
か
、
ま
た
委
託
を
受
け
る
団
体

の
機
能
と
し
て
、
事
務
所
を
構
え
る
こ

と
は
可
能
か
と
の
質
疑
に
関
し
て
は
、

収
益
事
業
は
で
き
る
が
常
設
は
で
き
な

い
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
物
販
は
構
わ

な
い
、
と
の
こ
と
で
あ
り
、
事
務
所
を

構
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
委
員
か
ら
、
電
源
立
地
対

策
交
付
金
に
つ
い
て
、
使
途
の
緩
和
は

さ
れ
た
と
い
う
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
厳

し
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
指
定
管
理
者
の
企
画
・
運
営
に
つ

い
て
は
、
寛
容
に
で
き
る
も
の
は
寛
容

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
１
６
８
号　

む
つ

市
観
光
物
産
館
条
例
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
委
員
か
ら
、
観
光
物
産

館
の
収
支
、
利
用
者
数
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
よ
り
、
平
成

16
年
度
む
つ
下
北
観
光
物
産
公
社

収
支
計
算
書
に
よ
る
と
、
収
入
支
出

と
も
、
４
千
３
５
４
万
１
千
５
２
２

円
で
、
う
ち
、
利
用
料
収
入
は

５
３
６
万
１
千
４
４
５
円
、
受
託
事

業
収
入
は
３
千
５
２
８
万
２
千
７
２
７

円
と
な
っ
て
い
る
。
利
用
者
数
は

９
万
９
千
７
９
８
人
で
、
横
ば
い
傾
向

に
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
、
産
業
経
済
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

議 会 だ よ り
第１８４回定例会

　

む
つ
市
議
会
第
１
８
４
回
定
例
会
が
、
去
る
６
月
20

日
か
ら
７
月
８
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
18

議
案（
う
ち
・
議
員
提
出
６
件
）・
25
報
告
・
１
請
願
が
上
程
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
可
決（
う
ち
・
１
議
案
修
正
可
決
）・
承
認
・

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
請
願
は
総
務
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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建
設
常
任
委
員
会

　

建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
２
件
、
報
告
３
件
に
つ
い
て
、
審
査

の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
６
月
28
日
、
関
係
部

長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、付
託
さ
れ
た
各
議
案
、

各
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
た
主

な
る
質
疑
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

初
め
に
、
議
案
第
１
７
５
号　

財
産

の
取
得
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
委
員
か
ら
、
購
入

金
額
設
定
の
根
拠
は
何
か
と
の
質
疑
に

対
し
、
理
事
者
側
か
ら
鑑
定
の
評
価
に

基
づ
き
、
地
権
者
と
交
渉
し
た
結
果
の

金
額
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
他
の
委
員
か
ら
４
点
質
問
が

あ
り
、
1
点
目
と
し
て
、
評
価
額
よ
り

価
格
を
下
げ
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
理
事

者
側
か
ら
評
価
額
よ
り
若
干
低
い
価
格

設
定
に
な
っ
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

２
点
目
と
し
て
、
当
該
用
地
の
隣
接

地
に
地
権
者
の
所
有
す
る
土
地
は
あ
る

の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
理
事
者
側
か

ら
緑
町
保
育
所
が
隣
接
地
と
な
る
が
、

地
権
者
の
土
地
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

３
点
目
と
し
て
、
用
地
を
購
入
し
た

場
合
、
い
つ
建
設
す
る
計
画
と
な
っ
て

い
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
理
事
者

側
か
ら
来
年
度
に
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
策
定
す
る
予
定
な
の
で
、
こ
れ
を

踏
ま
え
て
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
点
目
と
し
て
、
購
入
地
と
他
者
の

所
有
地
と
の
因
果
関
係
は
あ
る
の
か
と

の
質
疑
に
対
し
、
理
事
者
側
か
ら
承
知

し
て
い
な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
報
告
第
17
号　

専
決
処
分
し

た
事
項
の
報
告
お
よ
び
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て（
平
成
16
年
度
む
つ
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
）で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
委
員
か
ら
、
市
内

の
下
水
道
施
設
の
詳
細
が
わ
か
る
資
料

を
作
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
の
質

疑
に
対
し
、
理
事
者
側
か
ら
旧
市
町
村

で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
作
成

し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
同
委
員
か
ら
、
本
会
議
に
お

い
て
、
大
畑
、
脇
野
沢
地
区
の
口
座
振

替
等
納
付
方
法
の
問
題
が
出
て
い
る
こ

と
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
質
疑
に
対
し
、

理
事
者
側
か
ら
、
早
速
、
金
融
機
関
と

協
議
し
市
民
に
不
便
を
か
け
な
い
よ
う

対
応
し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
報
告
第
28
号　

専
決
処
分
し

た
事
項
の
報
告
お
よ
び
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て（
平
成
17
年
度
む
つ
市
用
地
造

成
事
業
会
計
補
正
予
算
）で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
委
員
か
ら
、
い

つ
ま
で
事
業
の
精
算
が
続
く
の
か
と
の

質
疑
に
対
し
、
理
事
者
側
か
ら
、
現
在
、

精
算
会
計
と
し
て
財
産
の
処
分
を
行

な
っ
て
い
る
が
、
不
確
定
な
状
況
に
あ

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
、
建
設
常
任
委
員
会
の
審
査

報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
34
件
、
報
告
１
件
に
つ
い
て
、

審
査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
２
月
24
日
、
関
係
部

長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
の
議
案
も
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
、
ま
た
報
告
に
つ
い
て
も
承
認

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
た
主

な
る
質
疑
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

初
め
に
、
議
案
第
62
号　

む
つ
市
脇

野
沢
野
猿
公
苑
条
例
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
委
員
か
ら
、
脇

野
沢
村
で
は
有
害
な
猿
を
駆
除
し
て
い

る
が
、
野
猿
公
苑
で
は
こ
の
駆
除
し
た

猿
を
保
護
し
て
い
る
の
か
と
の
質
疑
に

対
し
、
理
事
者
側
か
ら
現
在
の
野
猿
公

苑
は
当
初
か
ら
観
光
の
目
的
で
捕
獲
保

護
し
餌
付
け
さ
れ
て
き
た
猿
で
あ
り
、

現
在
50
頭
が
公
苑
内
で
保
護
さ
れ
て
い

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
63
号　

む
つ
市
立
学

校
給
食
共
同
調
理
場
設
置
条
例
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
委
員

か
ら
、
町
村
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
職

員
の
合
併
後
の
身
分
等
は
ど
う
な
る
の

か
と
の
質
疑
に
対
し
、
理
事
者
側
か
ら

現
在
の
組
織
、
身
分
と
も
今
後
も
保
証

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
64
号　

む
つ
市
営
ス

キ
ー
場
条
例
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
委
員
か
ら
、
釜
臥
山
ス

キ
ー
場
は
こ
の
条
例
に
あ
る
市
営
ス

キ
ー
場
の
中
に
一
括
管
理
さ
れ
な
い
の

か
と
の
質
疑
に
対
し
、
釜
臥
山
ス
キ
ー

場
は
他
の
ス
キ
ー
場
と
施
設
内
容
等
の

違
い
に
よ
り
料
金
体
系
も
異
な
る
の
で
、

釜
臥
山
ス
キ
ー
場
設
置
条
例
の
も
と
で

や
っ
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
65
号　

む
つ
市
体
育

館
条
例
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
委
員
か
ら
、
市
町
村
全
部
の

体
育
館
の
使
用
許
可
基
準
お
よ
び
料
金

は
全
て
同
じ
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
そ

れ
ぞ
れ
設
備
や
施
設
特
有
の
条
件
等
が

あ
る
の
で
料
金
表
は
別
に
な
っ
て
い
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
委
員
か
ら
、
将
来
的
に
は
む
つ
市
内

の
体
育
館
す
べ
て
が
同
一
料
金
に
な
る

よ
う
整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
述
べ
ら

れ
、
理
事
者
側
か
ら
今
後
施
設
等
整
備

し
、
そ
の
よ
う
な
方
向
で
努
力
し
て
い

き
た
い
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
68
号　

む
つ
市
公
民

館
条
例
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
委
員
か
ら
、
町
村
公
民
館
の

各
種
催
し
物
の
運
営
費
は
今
後
ど
う
な

る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
理
事
者
側

か
ら
合
併
後
４
中
央
館
、
24
地
区
館
に

お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
催
し
物
を
計
画
し

運
営
し
て
い
く
が
、
館
個
々
に
お
い
て

予
算
要
求
し
、
住
民
直
結
の
公
民
館
と

し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な

い
よ
う
事
業
展
開
し
て
い
き
た
い
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
96
号　

む
つ
市
奨
学

金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い

て
委
員
か
ら
、
合
併
後
奨
学
金
貸
与
関

係
事
務
を
含
む
教
育
委
員
会
の
諸
事
務

は
分
庁
舎
で
も
行
な
う
の
か
と
の
質
疑

に
対
し
、
事
務
的
な
も
の
は
現
在
の
む

つ
市
教
育
委
員
会
事
務
局
で
行
な
う
が
、

奨
学
金
の
申
請
、
相
談
窓
口
は
分
庁
舎

で
も
行
な
う
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
議
案
第
99
号　

む
つ
市
介
護
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。
理
事
者
側
か
ら
、

こ
の
条
例
は
介
護
保
険
料
の
納
期
を

１
０
期
か
ら
８
期
に
変
更
し
、
合
併
に

伴
う
３
町
村
の
経
過
措
置
の
追
加
で
あ

る
と
の
提
案
説
明
が
な
さ
れ
、
委
員
か

ら
納
期
を
10
期
か
ら
８
期
に
変
更
し
た

理
由
に
つ
い
て
質
疑
し
た
と
こ
ろ
、
理

事
者
側
か
ら
は
市
税
と
の
納
期
を
同
期

さ
せ
る
た
め
８
期
に
し
た
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
議
案
第
１
０
６
号　

む
つ
市
廃

棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る
条
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例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
委
員
か

ら
、
財
政
上
の
理
由
か
ら
値
上
げ
を
し

た
む
つ
市
指
定
ご
み
袋
の
料
金
を
、
合

併
協
議
の
中
で
値
下
げ
を
す
る
こ
と
に

い
た
っ
た
経
過
に
つ
い
て
の
質
疑
に
対

し
、
理
事
者
側
か
ら
市
町
村
合
併
を
す

る
に
あ
た
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
合
併
市

町
村
の
上
の
基
準
に
あ
わ
せ
、
負
担
は

下
の
基
準
に
す
る
と
い
う
市
町
村
合
併

の
一
般
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
４
市

町
村
間
で
調
整
し
た
と
こ
ろ
値
下
げ
を

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
と
い
う
趣
旨
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
委
員
か
ら
、
廃
棄
物
の
収
集
、

運
搬
、
処
分
に
係
る
条
例
の
改
正
で
は
、

市
町
村
合
併
後
の
当
分
の
間
、
編
入
後

も
そ
の
業
務
お
よ
び
委
託
方
法
に
つ
い

て
４
市
町
村
の
条
例
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
で
い
ま
ま
で
ど
お
り
行
な
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
は
、
同
じ
む
つ
市
内
で

あ
り
な
が
ら
地
域
間
の
差
が
大
き
く
で

る
こ
と
か
ら
、
今
後
廃
棄
物
の
収
集
、

運
搬
、
処
分
に
係
る
市
町
村
間
の
制
度

の
統
一
を
、
合
併
協
定
書
で
定
め
た
事

項
お
よ
び
期
間
を
遵
守
す
る
中
で
、
す

み
や
か
に
公
平
公
正
に
進
め
て
ほ
し
い

と
の
強
い
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
１
０
７
号　

む
つ
市

斎
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

委
員
か
ら
、
現
在
む
つ
市
で
は
動
物
の

火
葬
は
で
き
な
い
の
か
と
の
質
疑
に

対
し
、
理
事
者
側
か
ら
川
内
斎
場
は

動
物
の
火
葬
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
合

併
後
は
川
内
斎
場
を
使
用
し
て
火
葬

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

以
上
で
教
育
民
生
常
任
委
員
会
の
審

査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

議 

案 

審 

議

議　

案

▼
む
つ
市
産
業
会
館
条
例

　

平
成
18
年
４
月
の
供
用
開
始
を
予

定
し
、
市
の
産
業
の
振
興
を
図
り
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
お
よ
び
市
民
等
の

交
流
促
進
に
寄
与
す
る
た
め
、
産
業
会

館
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
観
光
物
産
館
条
例

　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
産

業
会
館
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
一

体
的
な
管
理
運
営
を
図
る
た
め
、
む

つ
市
観
光
物
産
館
条
例
の
全
部
を
改

正
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
イ
ベ
ン
ト
広
場
条
例

　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
産

業
会
館
お
よ
び
観
光
物
産
館
と
一
体

的
な
管
理
運
営
を
図
る
た
め
、
む
つ

市
イ
ベ
ン
ト
広
場
条
例
の
全
部
を
改

正
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

　

文
化
財
保
護
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
条
文
整
理
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

青
森
県
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
事
業
の
制
度
改
正
に
準
じ

て
、
本
年
10
月
１
日
か
ら
低
所
得
者

を
除
き
、
１
割
の
自
己
負
担
を
導
入

し
、
65
才
未
満
の
上
位
所
得
者
お
よ

び
65
才
以
上
の
市
町
村
民
税
世
帯
課

税
者
に
つ
い
て
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
支
給
制
度
の
対
象
と
し
な
い
こ

と
と
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

都
市
公
園
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
工
作
物
等
を
保
管
し
た
場
合
の

公
示
の
方
法
お
よ
び
売
却
の
手
続
等

に
関
す
る
規
定
を
追
加
す
る
と
と
も

に
、
条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
乳
幼
児
医
療
費
給
付
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

青
森
県
は
つ
ら
つ
育
成
事
業
の
制

度
改
正
に
準
じ
て
、
本
年
10
月
１
日
か

ら
、
入
院
時
食
事
療
養
費
標
準
負
担

額
を
乳
幼
児
医
療
費
給
付
制
度
の
対

象
と
し
な
い
こ
と
と
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
の
委

員
の
数
を
15
人
以
内
か
ら
21
人
以
内

に
変
更
す
る
た
め
の
も
の

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

市
営
住
宅
緑
町
団
地
建
設
用
地
と

し
て
、
９
千
１
８
９
㎡
の
土
地
を
取

得
す
る
た
め
の
も
の

▼
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　

む
つ
市
大
字
大
平
字
大
平
国
有
林

の
一
部
を
む
つ
市
大
字
大
平
字
大
平

に
編
入
す
る
た
め
の
も
の

▼
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　

む
つ
市
脇
野
沢
源
藤
城
国
有
林
の

一
部
を
む
つ
市
脇
野
沢
九
艘
泊
に
編

入
す
る
た
め
の
も
の

▼
平
成
17
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
１
２
７
万
８
千
円
の 

増
額
補
正
）

報　

告

▼
平
成
16
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書

　

２
事
業
の
繰
越
し
に
つ
い
て
報
告

す
る
も
の

▼
平
成
16
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会
計

継
続
費
繰
越
計
算
書

　

簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業
の
逓
次

繰
越
し
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
16
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
11
億
５
４
６
万
１
千
円
の
減
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

む
つ
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例（
去
る
３
月
25
日
付
け
を
も
っ
て
、
地

方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
し
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

む
つ
市
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域

に
係
る
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例（
半
島
振
興
法
第
17
条
の
地
方
税
の
不
均
一

課
税
に
伴
う
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
等
を

定
め
る
省
令
の
改
正
に
伴
い
、
不
均
一
課
税

の
適
用
期
限
の
延
長
お
よ
び
対
象
事
業
の
追

加
並
び
に
所
要
の
条
文
整
備
を
し
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

旧
川
内
町
、
旧
大
畑
町
お
よ
び
旧

脇
野
沢
村
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定

資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
過
疎
地
域
自

立
促
進
特
別
措
置
法
第
31
条
の
地
方
税
の
課

税
免
除
ま
た
は
不
均
一
課
税
に
伴
う
措
置
が

適
用
さ
れ
る
場
合
等
を
定
め
る
省
令
の
改
正

に
伴
い
、
課
税
免
除
の
適
用
期
間
の
延
長
お
よ

び
取
得
価
格
要
件
の
引
上
げ
を
し
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
16
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
３
１
８
万
円

の
増
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
16
年
度
む
つ
市
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
（
６
千
１
３
１
万
７
千

円
の
減
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
16
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
35
万
７
千
円
の
減

額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
16
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
２
億
２
４
２
万
６
千

円
の
減
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
16
年
度
む
つ
市
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算



( 1 5 )

（２００５年・第６１３号）

一　

般　

質　

問

　

一
般
質
問
は
６
月
30
日
と
７
月
１

日
、
５
日
、
６
日
の
４
日
間
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
（
質
問
順
・
敬
称
略
）

◎
澤　

藤　

一　

雄

▼
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画

 

・
水
産
業
の
振
興
と
環
境
の
保
全
再
生

◎
德　
　
　
　
　

誠

▼
市
長
の
祝
辞
に
つ
い
て

 

・
小
中
学
校
の
入
学
式
要
項
に
市
長
の
お
祝
い

の
言
葉
を
掲
載
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か

▼
む
つ
市
消
防
団
定
期
観
閲
式
に
つ
い
て

 

・
川
内
町
、
大
畑
町
お
よ
び
脇
野
沢
の
各
地
区

で
の
持
回
り
開
催
は
ど
う
か

▼
公
共
事
業
に
つ
い
て

 

・
当
面
、
旧
町
村
区
域
の
当
該
事
業
に
つ
い
て
は
、

当
該
地
域
の
関
係
事
業
者
に
発
注
さ
れ
な
い
か

◎
半　

田　

義　

秋

▼
観
光
問
題
に
つ
い
て

 

・
産
業
観
光
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
、
支
援
・

方
策
を
示
せ

 

・
地
域
の
産
業
と
の
結
び
つ
き
に
対
す
る
市
長

の
見
解
を
求
め
る

 

・
観
光
客
の
入
り
込
み
数
の
前
年
度
の
実
績
と

平
成
17
年
度
の
目
標
を
示
せ

▼
一
部
事
務
組
合
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

 

・
合
併
に
伴
い
そ
の
存
在
意
義
を
問
う

▼
施
政
方
針
に
つ
い
て

 

・
市
民
の
心
の
融
和
と
『
理
解
と
協
調
』を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
示
し
た
が
、
そ
の
具
体
策
は
何
か

◎
目　

時　

睦　

男

▼
行
政
運
営
に
つ
い
て

 

・
住
民
福
祉
、
一
体
性
の
確
保
、
負
担
公
平
、
健
全

な
財
政
運
営
、
行
政
改
革
等
の
施
策
に
つ
い
て

 

・
本
庁
舎
と
分
庁
舎
の
役
割
任
務
に
つ
い
て

 

・
総
合
窓
口
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

 

・
市
民
の
意
見
・
提
案
募
集
に
つ
い
て

▼
市
道
・
私
道
の
整
備
に
つ
い
て

 
・
下
北
交
通
大
畑
線
廃
止
後
の
市
道
整
備
お
よ

び
中
島
９
号
線
の
整
備
に
つ
い
て

 

・
私
道
の
市
道
認
定
と
整
備
に
つ
い
て

▼
学
校
給
食
等
の
運
営
に
つ
い
て

 

・
旧
大
畑
町
の
学
校
給
食
等
の
運
営
に
つ
い
て

◎
横　

垣　

成　

年

▼
使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

 

・
同
施
設
の
諸
問
題
に
つ
い
て

▼
東
通
原
発
稼
働
に
伴
う
む
つ
市
の
対
応
に
つ
い
て

 

・
大
小
に
関
わ
ら
な
い
事
故
の
報
告
に
つ
い
て

 

・
緊
急
時
の
ヨ
ウ
素
剤
配
布
体
制
に
つ
い
て

▼
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録
制
度
に
つ
い
て

 

・
同
制
度
の
実
施
に
つ
い
て

▼
む
つ
市
政
と
財
政
問
題
に
つ
い
て

 

・
合
併
前
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
見
直
し

と
、
実
行
性
あ
る
財
政
計
画
作
成
に
つ
い
て

 

・
む
つ
市
政
の
諸
問
題
に
つ
い
て

◎
工　

藤　

孝　

夫

▼
憲
法
に
つ
い
て

 

・
憲
法
を
守
り
、
行
政
に
生
か
す
こ
と
は
責
務
、

政
治
姿
勢
と
し
て
の
市
長
の
識
見
を
問
う

▼
旧
川
内
町
公
営
住
宅
建
て
か
え
事
業
に
つ
い
て

 

・
建
設
継
続
の
見
通
し
と
方
向
性

▼
旧
川
内
町
学
校
給
食
に
つ
い
て

 

・
早
期
完
全
実
施
を
求
め
る
も
の

▼
旧
川
内
第
一
小
学
校
の
耐
震
問
題
と
改
築

に
つ
い
て

 

・
耐
震
診
断
と
改
築
に
つ
い
て

▼
旧
川
内
地
域
（
一
部
）携
帯
電
話
の
利
用
対

策
に
つ
い
て

 

・
旧
川
内
町
の
奥
座
敷
、
湯
ノ
川
温
泉
郷
の
観

光
客
お
よ
び
周
辺
地
区
で
の
利
用
対
策

◎
慶　

長　

德　

造

▼
職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て

 

・
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

▼
福
祉
バ
ス
に
つ
い
て

 

・
運
転
業
務
委
託
に
つ
い
て

◎
鎌　

田　

ち
よ
子

▼
女
性
政
策
に
つ
い
て

 

・
本
市
と
し
て
実
施
し
て
き
た
事
業
の
進
み
を

お
示
し
く
だ
さ
い

 

・
事
業
を
総
括
し
た
課
題
と
対
応
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す

▼
高
齢
者
介
護
と
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

 

・
国
の
見
直
し
に
対
す
る
本
市
の
実
態
と
見
解

に
つ
い
て

 

・
高
齢
者
介
護
と
障
害
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

【
次
頁
に
続
く
】

（
１
９
２
万
９
千
円
の
増
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
５
１
１
万
９
千
円
の
増
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

青
森
県
市
町
村
等
非
常
勤
職
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
数
の
減
少
お
よ
び
青
森
県
市

町
村
等
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
（
構
成
団

体
で
あ
る
津
軽
北
部
広
域
事
務
組
合
の
解
散
お

よ
び
階
上
町
南
郷
村
田
代
小
学
校
中
学
校
組
合

の
八
戸
市
階
上
町
田
代
小
学
校
中
学
校
組
合
へ

の
名
称
変
更
に
伴
い
、
協
議
が
あ
っ
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の

減
少
お
よ
び
青
森
県
市
町
村
職
員
退

職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
構
成
団
体
で
あ
る
津
軽
北
部
広
域
事
務
組
合
が

解
散
し
た
こ
と
に
伴
い
、
協
議
が
あ
っ
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

青
森
県
消
防
補
償
等
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
減
少
お
よ

び
青
森
県
消
防
補
償
等
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て（
報
告
第
22
号
と
同
じ
く
津

軽
北
部
広
域
事
務
組
合
の
解
散
に
伴
う
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　

和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
去
る
１
月
20
日
む

つ
市
桜
木
町
地
内
の
市
道
に
お
い
て
発
生
し

た
自
動
車
事
故
に
つ
い
て
、
和
解
し
、
損
害

賠
償
の
額
を
定
め
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

青
森
県
交
通
災
害
共
済
組
合
規
約

の
一
部
を
変
更
す
る
規
約（
青
森
県
内
に

お
け
る
市
町
村
合
併
に
伴
い
、
規
約
の
変
更

に
つ
い
て
協
議
が
あ
っ
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　

和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て（
去
る
２
月
26
日
、
現

む
つ
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
屋
根
か
ら
の
落
雪

に
よ
り
自
動
車
に
損
害
を
与
え
た
事
故
に
つ
い

て
、
和
解
し
、
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
22
億
７
千
７
５
５
万
２
千
円
の
増

額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
17
度
む
つ
市
用
地
造
成
事
業

会
計
補
正
予
算
（
14
億
５
千
９
６
７
万
円

の
増
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　

和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
去
る
２
月
９
日
川

内
町
休
所
地
内
に
お
い
て
発
生
し
た
自
動
車

事
故
に
つ
い
て
、
和
解
し
、
損
害
賠
償
の
額

を
定
め
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　

和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
去
る
２
月
23
日
川

内
町
中
道
地
内
に
お
い
て
公
用
自
動
車
が
墓

石
材
に
接
触
し
、
損
害
を
与
え
た
事
故
に
つ
い

て
、和
解
し
、損
害
賠
償
の
額
を
定
め
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　

和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
去
る
１
月
11
日
大

畑
町
葉
色
山
国
有
林
地
内
の
県
道
に
お
い
て

発
生
し
た
自
動
車
事
故
に
つ
い
て
、
和
解
し
、

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　

和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
去
る
４
月
12
日
む

つ
市
大
湊
新
町
下
北
地
方
健
康
福
祉
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
お
い
て
発
生
し
た
自
動

車
事
故
に
つ
い
て
、
和
解
し
、
損
害
賠
償
の

額
を
定
め
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　

和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
去
る
３
月
２
日
川

内
町
川
内
地
内
の
町
道
に
お
い
て
発
生
し
た

自
動
車
事
故
に
つ
い
て
、
和
解
し
、
損
害
賠

償
の
額
を
定
め
た
も
の
）

議
員
提
出
議
案

▼
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

に
関
す
る
意
見
書

▼
地
方
議
会
制
度
の
充
実
強
化
に
関
す

る
意
見
書

▼
地
方
六
団
体
改
革
案
の
早
期
実
現
に

関
す
る
意
見
書

▼
道
路
整
備
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書

▼
青
森
県
立
川
内
高
等
学
校
の
存
続
を

求
め
る
意
見
書

▼
風
間
浦
村
か
ら
の
合
併
協
議
会
設
置

要
請
に
係
る
議
会
の
意
思
を
表
明

す
る
決
議

請　

願

▼
使
用
済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
を

誘
致
し
な
い
こ
と
に
関
す
る
請
願



( 1 6 )

（２００５年・第６１３号）

　

こ
の
時
期
は
秋
の
行
楽
に
よ
る
事
故

や
、
日
没
が
早
ま
る
夕
暮
れ
時
の
事
故

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

運
転
者
の
み
な
さ
ん
は
、
高
齢
者
の

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
『
高
齢
運

転
者
標
識
（
も
み
じ
マ
ー
ク
）
』を
付
け
た
自

動
車
や
道
路
横
断
中
の
高
齢
歩
行
者
、

高
齢
自
転
車
利
用
者
、
電
動
車
い
す
利

用
者
等
の
保
護
を
図
り
、
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

夕
暮
れ
時
や
夜
間
は
、
歩
行
者
や
自

転
車
の
発
見
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
前
照
灯
を
点
灯
し
、
ス

ピ
ー
ド
を
控
え
め
に
安
全
運
転
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

車
に
乗
っ
た
ら
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
自
ら
着
用
し
、
助
手
席
同
乗
者
に
も

着
用
さ
せ
る
と
と
も
に
、
後
部
座
席
同

乗
者
に
も
着
用
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
乳
幼
児
を
正
し
く
乗
せ
る
時
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
の
み
な
さ
ん
は
、
夕
方
や
夜

間
に
出
か
け
る
時
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

発
見
さ
れ
や
す
い
明
る
い
服
装
と
、
反
射

材
用
品
の
活
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
日

頃
か
ら
点
検
整
備
を
行
な
い
、
反
射
材

を
取
り
付
け
た
安
全
で
乗
り
慣
れ
た
自

転
車
を
利
用
し
、
夕
暮
れ
時
は
ラ
イ
ト

を
早
め
に
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
交
通
対
策
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
３
３
３

【
運
動
の
重
点
】

①
高
齢
者
の
事
故
防
止

②
夕
暮
れ
時
の
歩
行
中
と
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

秋
の
交
通
安
全
運
動 

９
月
21
日
（
水
）
〜
30
日
（
金
） 

10
日
間

年
輪
に 

重
ね
る
日
ご
と
の 

交
通
マ
ナ
ー

方
と
取
組
み
に
つ
い
て

 

・
下
北
ブ
ラ
ン
ド
確
立
と
現
在
ま
で
の
取
組
み

に
つ
い
て

 

・
下
北
ブ
ラ
ン
ド
の
今
後
の
戦
略
に
つ
い
て

◎
斉　

藤　

孝　

昭

▼
Ｉ
Ｔ
行
政
に
つ
い
て

 

・
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
利
用
状
況
と
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

 

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
具
体
的
方
針
を
示
せ

 

・
中
高
一
貫
教
育
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

 

・
県
立
高
校
改
革
が
与
え
る
影
響
と
、
む
つ
市

の
対
応
に
つ
い
て

 
・
本
市
の
課
題
に
対
応
し
た
教
育
の
あ
り
方
に

つ
い
て

◎
大　

澤　

敬　

作

▼
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

 

・
安
全
性
の
根
拠
に
つ
い
て

 

・
げ
ん
ぱ
つ
新
聞
の
報
道
に
つ
い
て

 

・
将
来
の
施
設
の
行
方

▼
川
内
高
校
に
つ
い
て

 

・
存
続
に
つ
い
て

▼
旧
川
内
地
区
融
雪
溝
整
備
に
つ
い
て

 

・
高
野
川
、
仲
崎
、
宿
野
部
地
区

▼
雇
用
対
策
に
つ
い
て

 

・
社
会
の
不
安
を
な
く
せ

◎
村　

川　

壽　

司

▼
海
浜
地
域
の
観
光
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

 

・
脇
野
沢
愛
宕
山
公
園
海
水
浴
場
、
か
わ
う
ち
・

ま
り
ん
び
ー
ち
、
大
畑
の
漁
港
環
境
整
備
事

業
の
海
水
浴
場
施
設
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

▼
教
育
施
設
へ
の
不
審
者
の
侵
入
か
ら
、
児
童
・

生
徒
を
守
る
た
め
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

 

・
学
校
の
日
常
生
活
に
お
け
る
防
犯
訓
練
の
実

施
状
況
に
つ
い
て

 

・『
さ
す
ま
た
』を
使
用
し
た
防
犯
訓
練
の
実
施

状
況
な
ら
び
に
『
さ
す
ま
た
』の
各
教
育
施
設

へ
の
配
布
に
つ
い
て

◎
坂　

井　

一　

利

▼
林
業
再
生

 

・
雇
用
の
拡
大

◎
東　
　
　

健　

而

▼
新
生
む
つ
市
の
将
来
展
望
と
活
性
化
対
策

に
つ
い
て

 

・
財
政
再
建
計
画
と
現
状
確
認
に
つ
い
て

 

・
長
期
総
合
計
画
に
つ
い
て

 

・
津
軽
海
峡
軸
構
想
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

 

・
ク
リ
ス
タ
ル
バ
レ
イ
構
想
に
つ
い
て

 

・
燃
料
電
池
企
業
の
誘
致
対
策
に
つ
い
て

 

・
医
科
大
学
の
誘
致
構
想
に
つ
い
て

 

・
半
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
対
策
と
見
通
し
に
つ
い
て

 

・
新
市
の
観
光
振
興
対
策
に
つ
い
て

◎
柴　

田　

峯　

生

▼
行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

 

・
新
地
方
行
革
指
針
に
つ
い
て

 

・
行
財
政
改
革
大
綱
の
改
定
に
つ
い
て

 

・
各
種
審
議
会
等
の
設
置
・
委
員
選
任
の
現
況

と
運
営
基
準
等
に
つ
い
て

 

・
専
門
委
員
等
の
任
用
・
委
嘱
に
伴
う
報
酬
等

の
予
算
計
上
等
に
つ
い
て

 

・
市
行
政
手
続
条
例
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

 

・
規
制
の
設
定
ま
た
は
改
廃
に
係
る
意
見
提
出

手
続
の
条
例
化
に
つ
い
て

▼
市
の
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

 

・
住
基
ネ
ッ
ト
カ
ー
ド
交
付
状
況
と
保
護
条
例

制
定
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

 

・
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
規
制
等
に
つ
い
て

▼
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て

 

・
合
併
に
よ
る
過
疎
地
域
指
定
の
現
況
に
つ
い
て

 
・
後
期
過
疎
地
域
自
立
促
進
５
か
年
計
画
の
策

定
方
針
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

 

・
過
疎
対
策
事
業
債
の
充
当
見
通
し
に
つ
い
て

 

・
国
道
338
号
線
お
よ
び
生
活
・
産
業
関
連
道
路

の
重
点
整
備
に
つ
い
て

 

・
産
業
振
興
（
鯛
島
・
北
海
岬
海
岸
・
水
産
基
盤
整
備
等
）

の
現
状
と
課
題
お
よ
び
そ
の
対
策
に
つ
い
て

 

・
情
報
通
信
網
整
備
（
Ｔ
Ｖ
・
携
帯
電
話
等
）
の
現
状

と
課
題
お
よ
び
そ
の
対
策
に
つ
い
て

 

・
地
域
再
生
と
学
校
規
模
の
適
正
化
の
あ
り
方

に
つ
い
て

▼
公
共
交
通
機
関
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

 

・
東
北
新
幹
線
の
青
森
ま
で
の
延
伸
に
伴
う
む
つ

地
区
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
見
通
し
に
つ
い
て

 

・
Ｊ
Ｒ
鉄
道
・
Ｊ
Ｒ
バ
ス
そ
の
他
の
公
共
交
通

機
関
の
、
市
民
の
利
便
性
を
図
る
ダ
イ
ヤ
調

整
の
要
請
に
つ
い
て

▼
児
童
生
徒
の
安
心
・
安
全
対
策
に
つ
い
て

 
・
具
体
的
な
防
犯
対
策
に
つ
い
て

 
・
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

▼
市
役
所
お
よ
び
管
内
公
共
施
設
駐
車
場
整

備
に
つ
い
て

 

・
現
状
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
、
改
善
策
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か

 

・
公
共
施
設
に
お
け
る
身
体
障
害
者
用
駐
車
場
と

高
齢
者
用
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
設
置
に
つ
い
て

◎
濵　

田　

栄　

子

▼
林
業
政
策
に
つ
い
て

 

・
森
林
の
保
全
と
雇
用
の
場
の
拡
大
に
つ
い
て

の
取
組
み
に
つ
い
て

▼
語
学
力
の
強
化
に
つ
い
て

 

・
こ
れ
ま
で
行
な
っ
て
き
た
内
容
に
つ
い
て

 

・
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

◎
毛
馬
内　

光　

雄

▼
合
併
後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
と
行
政
機
構
に
つ
い
て

 

・
分
庁
舎
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
て
い

な
い
か

 

・
地
元
発
注
の
実
態
は
ど
う
か

 

・
防
災
体
制
の
整
備
と
迅
速
な
出
動
体
制
に
つ
て

 

・
広
報
紙
、
む
つ
市
政
だ
よ
り
に
つ
い
て

 

・
福
祉
バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

◎
石　

田　

勝　

弘

▼
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

 

・
制
度
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は

 

・
将
来
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
可
能

性
の
あ
る
施
設
は

 

・
管
理
運
営
費
に
つ
い
て

▼
ゆ
と
り
教
育
に
つ
い
て

 

・
文
部
科
学
省
の
『
義
務
教
育
に
関
す
る
意
識

調
査
』の
結
果
に
つ
い
て

▼
海
上
自
衛
隊
芦
崎
湾
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
に
つ
い
て

 

・
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
に
よ
る
漁
業
へ
の
影
響
と

市
民
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

◎
中　

村　

正　

志

▼
個
人
情
報
保
護
法
に
つ
い
て

 

・
個
人
情
報
保
護
法
に
対
す
る
自
治
体
の
役
割

と
、
む
つ
市
と
し
て
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て

▼
地
域
再
生
の
た
め
の
下
北
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

に
つ
い
て

 

・
地
域
再
生
に
対
す
る
む
つ
市
と
し
て
の
考
え
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日
本
下
水
道
協
会
青
森
県
支
部
で

は
、
次
の
と
お
り
『
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
試
験
』を
実
施
し
ま
す
の
で
、

受
験
を
希
望
す
る
方
は
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

〈
い
つ
〉11
月
11
日（
金
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉青
森
市
、
八
戸
市
ほ
か

※
詳
し
く
は
申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
受
験
料
〉５
千
円

〈
受
付
期
間
〉

９
月
13
日（
火
）〜
10
月
４
日（
火
）

※
９
月
13
日
よ
り
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。

〈
合
格
発
表
〉11
月
30
日（
水
）

〈
そ
の
他
〉

　

下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
は
、
一
定

の
技
術
水
準
で
正
し
く
行
な
わ
れ
て
い

な
い
と
、
故
障
な
ど
に
よ
っ
て
利
用
者

に
迷
惑
を
か
け
た
り
、
公
共
下
水
道
の

機
能
に
悪
影
響
を
与
え
た
り
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
工
事
に
必
要
な
専
門
知
識

と
技
術
を
持
っ
た
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
の
い
る
指
定
工
事
店
以
外
で

は
、
設
計
お
よ
び
工
事
を
行
な
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
む

つ
市
の
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
な
る

た
め
に
は
、
専
属
の
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
が
１
名
以
上
必
要
で
す
。

　

こ
の
試
験
は
、
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
の
資
格
を
得
る
た
め
の
も

の
で
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
下
水
道
課
施
設
係（
む
つ
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
）

�

23
－

６
５
９
１

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者

試
験
事
前
講
習
会

〈
い
つ
〉９
月
26
日（
月
）〜
10
月
７
日（
金
）

午
後
６
時
〜
９
時

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
10
日
間

〈
ど
こ
で
〉む
つ
高
等
技
術
専
門
校

〈
受
講
料
〉無
料

〈
定
員
〉20
名

〈
申
込
締
切
〉９
月
16
日（
金
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
高
等
技
術
専
門
校

�

24

－

１
２
３
４

【
平
成
18
年
分
消
費
税
の

確
定
申
告
が
必
要
な
方
が
対
象
】

※
平
成
16
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
で
課
税

売
上
高
が
１
千
万
円
を
超
え
た
方

〈
い
つ
〉９
月
20
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
リ
ー
ン

〈
ど
ん
な
〉

①
消
費
税
の
基
本

②
消
費
税
の
実
務

③
消
費
税
の
各
種
届
出
、
申
告
・
納
付
等

【
平
成
17
年
分
消
費
税
の

確
定
申
告
が
必
要
な
方
が
対
象
】

※
平
成
15
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
で
課
税

売
上
高
が
１
千
万
円
を
超
え
た
方

〈
い
つ
〉９
月
27
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
リ
ー
ン

〈
ど
ん
な
〉

①
消
費
税
の
税
額
計
算

②
消
費
税
の
確
定
申
告

③
消
費
税
の
各
種
届
出
等

改

正

消

費

税

講

習

会

〈
い
つ
〉10
月
２
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ
３
階
和
室

〈
相
談
担
当
者
〉

 

・
人
権
擁
護
委
員　

 

・
法
務
局
職
員

 

・
司
法
書
士　

 

・
土
地
家
屋
調
査
士

〈
相
談
内
容
〉

 

・
遺
産
相
続
、
遺
言　

 

・
土
地
境
界
ト
ラ
ブ
ル

 

・
登
記
に
関
す
る
こ
と　

 

・
国
際
結
婚

 

・
家
庭
内
い
ざ
こ
ざ　

 

・
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ

 

・
学
校
で
の
い
じ
め　

 

・
サ
ラ
金
問
題

 

・
借
地
、
借
家
に
関
す
る
問
題
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

法
務
局
な
ん
で
も
相
談

〈
相
談
料
〉無
料

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
地
方
法
務
局
む
つ
支
局

�

23

－

３
２
０
２

　

消
費
税
法
改
正
に
よ
り
、
平
成
17
年

分
お
よ
び
平
成
18
年
分
よ
り
新
た
に
課

税
事
業
者
に
な
ら
れ
た
方
々
の
た
め
の

講
習
会
を
、
次
の
と
お
り
対
象
者
別
に

開
催
い
た
し
ま
す
。

〈
受
講
料
〉無
料

〈
講
師
〉東
北
税
理
士
会
む
つ
支
部

※
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
商
工
会
議
所
指
導
課

�

22

－

２
２
８
３

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

在
宅
精
神
障
害
者
に
対
し
、
声
が
け

や
作
業
所
、
デ
イ
ケ
ア
の
協
力
等
の
活

動
を
通
し
た
ふ
れ
あ
い
で
、
精
神
障
害

者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
支
援
す
る
精

神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す

る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
の
受

講
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
日
時
〉

▼
基
礎
コ
ー
ス

（
精
神
障
害
の
理
解
を
深
め
る
内
容
）

 

・
10
月
７
日（
金
） ・
10
月
14
日（
金
）

 

・
10
月
21
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
実
践
コ
ー
ス

（
基
礎
コ
ー
ス
を
終
了
し
た
方
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
希
望
者
）

 

・
10
月
25
日（
火
） ま
た
は
11
月
15
日（
火
）

 

・
11
月
１
日（
火
） ・
11
月
11
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

〈
開
催
場
所
〉大
間
町
ウ
イ
ン
グ

〈
定
員
〉20
名

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
み
締
切
〉９
月
27
日（
火
）

〈
申
込
み
・
問
合
せ
〉

む
つ
保
健
所
保
健
予
防
課

�

24

－

１
２
３
１

24

－

３
４
４
９

ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル

　

日
頃
の
運
動
不
足
解
消
、
健
康
増
進
の

た
め
に
、
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
、
ス
ト
レ
ッ

チ
効
果
バ
ツ
グ
ン
！ 

ヨ
ー
ガ
を
や
り
ま
せ

ん
か
？ 

会
員
募
集
中
で
す
。（
会
員
女
19
名
）

〈
い
つ
〉月
４
回
、
木
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉市
中
央
公
民
館

〈
会
費
〉２
千
円

〈
講
師
〉中　

島　

敬　

子　
氏

〈
詳
し
く
は
〉

ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル
・
北
島
明
子

�

24

－

４
８
６
２
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あ
っ
た
散
歩
・
運
動
等
に
よ
り
、
犬

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
他
の
方
へ
の

迷
惑
を
掛
け
る
行
為
を
さ
せ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

ワ
ー
ス
ト
３

　

犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
人
を
傷
つ
け
た
ら
大
変
で

す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
生

命
の
危
険
を
伴
い
ま
す
。
ま
た
、
県

内
で
は
今
年
１
月
５
日
、
飼
い
犬
に

よ
る
死
亡
事
故
も
発
生
し
ま
し
た
。

大
型
犬
を
飼
っ
て
い
る
場
合
は
、
十

分
な
管
理
を
行
な
い
、
事
故
の
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
今
年
春
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方

の
多
い
所
を
対
象
に
、
県
獣
医
師
会
の

ご
協
力
に
よ
り
巡
回
実
施
し
ま
す
。

　

生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬
を
飼
っ
て

い
る
方
は
、
市
役
所
へ
の
犬
の
登
録
と
、

年
１
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
、
狂
犬
病

予
防
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

狂
犬
病
に
冒
さ
れ
た
飼
い
犬
に
、
も

し
人
が
咬
ま
れ
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
年
に
１
度
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
登
録
を
行
な
っ
て
い
な
い
方

は
、
登
録
も
一
緒
に
で
き
ま
す
の
で
、

登
録
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
近
く
の
動
物
病
院
で
も
登

録
と
予
防
注
射
（
多
小
料
金
が
異
な
り
ま
す
）

を
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
予
防
注
射
を
受
け
る
際
の
注
意
事
項
】

　

市
か
ら
送
付
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
へ
必
要

事
項
を
記
入
し
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ガ
キ
が
な
い
と
受
付
に
時
間
が
か

か
り
、
ほ
か
の
方
に
迷
惑
と
な
り
ま
す

の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
春
に
注
射
を
行
な
っ
た
方
や
未
登
録
の
方
に
ハ

ガ
キ
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
）

　

注
射
会
場
へ
は
必
ず
犬
を
制
御
で
き

る
方
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。（
複
数

の
犬
が
集
ま
り
ま
す
の
で
、
犬
の
制
御
が
で
き
な

け
れ
ば
、
ほ
か
の
方
へ
大
変
迷
惑
と
な
り
ま
す
か

ら
、
十
分
ご
注
意
願
い
ま
す
）

〈
巡
回
に
よ
る
料
金
〉

狂
犬
病
予
防
注
射
料
…
…
…
３
千
円

犬
の
新
規
登
録
手
数
料
…
…
３
千
円

平成 17年度 狂犬病予防接種（臨時）の実施について

〈
む
つ
市
内
の
動
物
病
院
〉

あ
す
な
ろ
動
物
病
院（
下
北
町
）

�

22

－

１
１
８
９

大
内
獣
医
科
医
院（
品
ノ
木
）

�

23

－

４
０
３
１

藤
田
動
物
ク
リ
ニ
ッ
ク（
松
森
町
）

�

24

－

４
８
０
１

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
衛
生
公
害
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
３
３
２

川
内
庁
舎
市
民
生
活
課

�

42

－

２
１
１
１

大
畑
庁
舎
市
民
生
活
課

�

34

－

２
１
１
１

脇
野
沢
庁
舎
市
民
生
活
課

�

44

－

２
１
１
１

下
北
地
方
健
康
福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー（
む
つ
保
健
所
）

�

24

－

１
２
３
１

【
こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
市
環
境
対
策
課

ま
た
は
各
庁
舎
窓
口
へ
届
出
が
必
要
で
す
】

▼
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
場
合

 

・
犬
の
鑑
札
と
注
射
済
票
を
持
参
し
届

出
願
い
ま
す

▼
犬
を
譲
渡
し
た
場
合
や
住
所
が
変
更

し
た
場
合

 

・
他
市
町
村
か
ら
む
つ
市
へ
転
入
し
た

際
は
、
前
の
市
町
村
の
犬
の
鑑
札
を

持
参
し
届
出
願
い
ま
す

 

・
む
つ
市
か
ら
転
出
す
る
際
は
、
転
出

先
の
市
町
村
役
場
へ
犬
の
鑑
札
を
持

参
し
届
出
願
い
ま
す

▼
飼
い
犬
が
人
を
咬
ん
だ
場
合

 

・
飼
い
主
お
よ
び
被
害
者
は
、
速
や
か
に

下
北
地
方
健
康
福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

（
む
つ
保
健
所
）へ
届
け
て
く
だ
さ
い

【
飼
い
犬
に
よ
る
苦
情
ラ
ン
キ
ン
グ
】

ワ
ー
ス
ト
１

　

犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
犬
の
フ

ン
を
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
フ
ン
を
放
置
す
る
こ
と
は
、

大
変
迷
惑
な
こ
と
で
あ
り
、
不
衛

生
で
病
害
虫
の
発
生
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
他
人
の
家
や
塀
に
犬
の

尿
を
か
け
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ワ
ー
ス
ト
２

　

犬
の
し
つ
け
を
キ
チ
ン
と
行
な
い
ま

し
ょ
う
。

　

吠
え
て
ば
か
り
い
る
犬
は
、
周
り

の
方
に
大
変
迷
惑
で
す
。

　

犬
の
発
育
状
況
や
、
健
康
状
態
に

そ
の
他
の
注
意
事
項

　

犬
の
首
輪
等
へ
飼
い
主
が
わ
か
る

よ
う
に
、連
絡
先
を
明
記
し
ま
し
ょ
う
。

　

迷
子
の
犬
が
保
護
さ
れ
た
と
き
、

飼
い
主
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
処
分

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

犬
を
飼
う
こ
と
は
、
愛
犬
か
ら
得

る
喜
び
と
同
時
に
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
責
任
も
生
じ
ま
す
。
犬
の
苦

手
な
方
も
た
く
さ
ん
い
て
、
犬
の
飼
い

主
の
マ
ナ
ー
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

法
律
で
定
め
ら
れ
た
犬
の
登
録
を

行
な
い
、
責
任
を
持
っ
て
犬
を
飼
い

ま
し
ょ
う
。

犬
・
猫
の
供
養
祭

　

青
森
県
下
北
支
部
獣
医
師
会
で
は
、

円
通
寺
の
ご
協
力
に
よ
り
次
の
と
お
り

犬
・
猫
の
供
養
祭
を
開
催
し
ま
す
。
一

般
の
方
の
参
拝
も
受
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
円
通
寺
ま
で
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉９
月
28
日（
水
）

午
前
10
時
〜（
小
雨
決
行
）

〈
ど
こ
で
〉円
通
寺『
犬
猫
供
養
塔
前
』

〈
参
加
費
〉無
料

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
県
下
北
支
部
獣
医
師
会

（
下
北
地
方
農
林
水
産
事
務
所
む
つ
家
畜
保
健
所
衛
生
所
内
）

�

23

－

６
８
５
８



( 1 9 )

（２００５年・第６１３号）

【平成17年度 狂犬病予防接種日程（秋）】
月日 実施時間 主な対象地区 実施場所 月日 実施時間 主な対象地区 実施場所 月日 実施時間 主な対象地区 実施場所

【むつ地区】
10
月
11
日（
火
）

11:15～11:25 十二林・美里町 家畜保健衛生所向旧道

10
月
20
日（
木
）

10:25～10:30 新 町 稲 荷 様 横

10
月
４
日（
火
）

9:30～　9:40 中 野 沢 開 拓 中野沢開拓バス停前 13:10～13:20 岩菜・緑ヶ丘 橋立清澄宅前 10:35～10:40 中 町 むつ市役所川内庁舎前

9:45～　9:55 中 野 沢 中野沢消防屯所前 13:30～13:40 長 坂 長坂町内中央 10:45～10:50 上 町 上町ポンプ小屋

10:00～10:15 近 川 近 川 駅 前 13:50～14:00 松山団地・小松ヶ丘 越 野 商 店 前 10:55～11:00 浜 町 稲 荷 様 横

10:20～10:30 浜 奥 内 浜奥内集会所前 14:05～14:15 新 川 旧塩谷商店前 11:05～11:10 浦 町 桟 橋 前

10:40～10:50 奥 内 奥内集会所前

10
月
12
日（
水
）

9:30～　9:45 中 央 市立図書館駐車場 11:15～11:20 仲 崎 （旧）菊池林業跡地

11:00～11:10 今 泉 奥村忠弘宅前 9:50～10:00 金 谷 市民体育館横 11:25～11:30 仲 崎 仲崎漁師集会所跡地

11:15～11:25 金 谷 沢 金 谷 沢 駅 前 10:05～10:15 小 川 町 ヤ マ ハ 音 楽 教 室 横 11:35～11:40 仲 崎 川内中学校車庫前

13:10～13:20 大 室 平 大室平婦人ホーム前 10:20～10:30 小 川 町 小川町集会所前 11:45～11:50 初 見 福永忠雄宅前

13:25～13:35 一 里 小 屋 農業共済組合駐車場 10:35～10:45 小 川 町 コムハイツ向道路 11:55～12:00 葛 沢 川 内 高 校 前

13:40～13:50 南赤川町・大曲 東 通 運 輸 向 11:00～11:15 つつじヶ丘・松森町 藤田動物クリニック前 12:55～13:00 桧 川 桧川公民館前

13:55～14:10 大 曲 大曲コミュニティセンター前 11:25～11:40 並 川 町 ハシモトホームむつ付近 13:05～13:10 桧 川 桧川地区集会所前

14:15～14:25 金 曲・ 大 曲 金曲集会所前 13:10～13:20 旭 町 フ ジ イ 塗 装 下 方 13:15～13:20 桧 川 菊池福男宅前

14:30～14:45 赤川町・南赤川町 赤 川 駅 前 13:25～13:35 旭 町 旭町ネブタ小屋付近 13:30～13:35 宿 野 部 宿野部小学校バス停前

10
月
５
日（
水
）

9:30～　9:45 昭和町・海老川町 ビデオステーション冒険島前 13:40～13:50 大 平 町 大平小学校前 13:40～13:45 宿 野 部 宿野部公民館前

9:50～10:05 仲町・昭和町 昭和町Ｂ集会所前 13:55～14:05 大平町・旭町 田中造花店前 13:55～14:00 蛎 崎 流 水 庵 前

10:10～10:20 仲 町 野坂栄一宅前 14:10～14:20 山 田 町 大 友 商 店 前 14:05～14:10 蛎 崎 合野バス停前

10:25～10:40 若 松 町 若松町集会所前 14:25～14:35 文 京 町 文京町消防屯所前 14:25～14:30 下 小 倉 平 下小倉平公民館前

10:45～10:55 南町・松原町 山火製材近く中村宅前

10
月
13
日（
木
）

9:30～　9:40 角 違 角違集会所前 14:35～14:45 上 小 倉 平 上小倉平公民館前

11:05～11:15 金 曲 川西タイヤ商会車庫前 9:45～　9:55 大 川 目 大川目集会所前 14:55～15:00 銀 杏 木 銀杏木地区集会所前

13:10～13:20 苫 生 町 村舘建材店前 10:00～10:10 近 沢 熊谷正雄宅前 15:10～15:15 安 部 城 安部城公民館前

13:25～13:40 金 曲・ 新 町 苫生小学校校門横 10:15～10:25 泉 沢 泉沢集会所前 15:30～15:40 湯 野 川 岡 村 旅 館 前

13:45～14:00 新 町 熊 野 神 社 前 10:30～10:40 新 之 助 貝 森 操 宅 前 15:50～16:00 畑 畑 公 民 館 前

14:10～14:20 海 老 川 町 曙町集会所前 10:45～10:55 城 ヶ 沢 根本利夫宅横空地 【大畑地区】

14:25～14:40 海 老 川 町 むつ車検場前 11:00～11:10 新 城 ヶ 沢 新城ヶ沢集会所前

10
月
24
日（
月
）

9:00～　9:15 高 待 優婆寺駐車場付近

10
月
６
日（
木
）

9:30～　9:40 緑 町 工藤昭一宅前 13:10～13:20 永 下 齋藤岩太郎宅前 9:20～　9:35 正 津 川 正津川地区公民館駐車場

9:45～10:00 下 北 町 下北町集会所前 13:30～13:40 堺 田 堺田集会所横 9:40～　9:55 正 津 川 正津川小学校前

10:10～10:20 中 央 中央電化タチバナ前公園 13:45～13:55 宇 曽 利 川 宇曽利川町内会館前 10:00～10:15 上 野 水木沢旧踏切付近

10:35～10:45 土 手 内 土手内集会所前 14:15～14:35 旭町・山田町 運動公園テニスコートプール側 10:20～10:35 上 野 環境衛生下北開発前

10:50～11:00 赤 坂 赤坂集会所裏

10
月
14
日（
金
）

9:30～　9:50 桜 木 町 大湊高校前バス停 10:40～10:55 上 野 下北建機付近

11:05～11:15 和 泉 町 羽立商事本社駐車場 9:55～10:10 桜 木 町 文化財収蔵庫前 11:05～11:20 湊 村 湊町内会館前

11:20～11:30 斗 南 岡 斗南藩史跡地 10:15～10:25 宇 田 町 宇田児童公園下方 11:25～11:40 湊 村 春日神社付近

13:10～13:20 最 花 妙見神社入口 10:30～10:40 川 守 町 川 村 畳 店 前 13:00～13:25 東 町・ 中 島 大畑公民館前

13:30～13:40 酪 農 斗南丘酪農協前 10:45～10:55 宇田町・川守町 大湊幼稚園入口交差点側 13:30～13:45 筒 万 坂 森林組合北通支所前

13:45～13:55 品 ノ 木 小 野 商 店 横 11:00～11:10 川 守 町 川守町消防屯所前 13:55～14:10 孫 次 郎 間 長津鉄男宅付近

14:05～14:15 本 町・ 新 町 石田せんべい店前 11:15～11:25 大 湊 上 町 兵 主 神 社 前 14:15～14:30 大 畑 道 船木商店付近

10
月
７
日（
金
）

9:30～　9:40 高 梨 高梨町内中央 13:10～13:20 大湊浜町・大湊上町 勤労青少年ホーム横 14:35～14:50 二 枚 橋 浜田商店付近

10:00～10:10 新 田 新田集会所前 13:25～13:35 大 湊 浜 町 タカダヤ家具向 15:05～15:15 木野部・佐助川 木野部公民館付近

10:25～10:35 烏 沢 烏沢消防屯所横 13:40～14:00 大 湊 新 町 むつ保健所前 15:20～15:30 赤 川 赤川福祉館付近

10:40～10:50 川 代 川代集会所前

10
月
16
日（
日
）

10:00～10:15

市 内 全 域

大湊高校前バス停

10
月
25
日（
火
）

9:00～　9:15 中 島 ラーメンおふくろ駐車場

10:55～11:05 出 戸 出戸集会所前 10:30～10:50 むつ保健所前 9:20～　9:35 新 町 居酒屋ふなざわ裏

11:10～11:20 浜関根・美付 漁民研修センター前 11:00～11:30 運動公園テニスコートプール側 9:40～　9:55 本 町・ 新 町 奉 仕 店 会 前

11:30～11:40 北 関 根 北関根集会所前 13:10～13:20 旧田名部駅前 10:00～10:15 本 町 川村塗装店付近

13:10～13:20 水 川 目 水川目集会所前 13:35～13:50 昭和町Ｂ集会所前 10:20～10:35 兎 沢・ 南 町 南町町内会館前

13:30～13:40 南関根・名古平 畑中吉次郎宅前 14:00～14:20 むつ市役所前 10:40～10:55 兎 沢 兎沢町内会館付近

13:45～13:55 樺 山 樺山集会所前 【川内地区】 11:00～11:10 高 園 町営住宅入口

14:00～14:10 宮 後 宮後町内中央

10
月
20
日（
木
）

9:00～　9:05 戸 沢 戸沢地区公民館前 11:15～11:30 関 根 橋 関根橋生活改善センター

14:15～14:25 尻 釜 早掛沼オートキャンプ場入口横 9:10～　9:15 袰 川 袰川集会所前 13:00～13:15 小 目 名 小目名生活改善センター

10
月
11
日（
火
）

9:30～　9:45 槌川目・女舘 下北タイヤ商会前 9:25～　9:30 田 野 沢 田野沢消防屯所前 13:20～13:35 高 橋 川 高橋川バス停前

9:50～10:05 女 舘・ 柳 町 ファミリーショップ山口付近 9:40～　9:45 石 倉 石倉地区公民館前 13:40～13:55 湯 坂 下 古谷喜代二宅前

10:10～10:25 栗 山 町 栗山町集会所前 9:55～10:00 新 町 新町集会所前 14:00～14:15 湯 坂 下 湯坂下児童館地内

10:30～10:45 上川町・田名部町・柳町 旧田名部駅前 10:05～10:10 板 子 塚 団地入口周辺 14:20～15:00 大 畑 地 区 大畑公民館前

10:50～11:05 上川町・横迎町 野澤新聞店横迎町（営）横 10:15～10:20 木品　　　　　木 長 崎 屋 裏 【今回は、脇野沢地区での実施はありません】
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（２００５年・第６１３号）

〈
対
象
者
〉

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
、２
級
お
よ
び

　

３
級
の
内
部
障
害（
65
才
未
満
）

②
愛
護
手
帳
の
Ａ

③
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※
た
だ
し
、
平
成
16
年
10
月
以
降
に
、
満
65

才
以
上
の
方
が
前
記
障
害
で
新
た
に
助
成

の
該
当
者
と
な
っ
た
場
合
は
、
医
療
費
の

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
改
正
の
内
容
】

１
・
所
得
制
限
の
追
加

　

新
た
に
次
の
方
も
支
給
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

①
65
才
未
満
の
方
で
国
民
健
康
保
険
法

の
上
位
所
得
者
（
所
得
の
申
告
が
な
い
場

合
に
も
上
位
所
得
者
と
み
な
さ
れ
ま
す
）

②
65
才
以
上
の
方
で
市
町
村
民
税
課
税

世
帯
該
当
者

２
・
自
己
負
担
の
導
入

　

こ
れ
ま
で
、
医
療
費
自
己
負
担
に

つ
い
て
は
、
一
部
を
除
き
全
額
支
給

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

一
割
が
自
己
負
担
（
外
来
１
万
２
千
円
、

入
院
４
万
２
百
円
を
上
限
）と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
市
町
村
税
非
課
税
世
帯
な

ど
の
低
所
得
者
は
除
か
れ
ま
す
。

３
・
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
の
内
部
障
害

に
つ
い
て
（
65
才
未
満
の
年
令
制
限
の
削
除
）

　

年
齢
の
制
限
が
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
65
才
を
越
え
て
も
支
給
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
65
才
以
上

で
資
格
が
な
く
な
っ
て
い
る
方
は
、

新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

受
給
資
格
の
見
直
し
は
10
月
１
日
を

基
準
日
と
し
て
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
更
新
手
続
等
に
つ
い
て
は

９
月
下
旬
に
対
象
者
に
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
生
活
福
祉
課
障
害
福
祉
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
２
４

10月３日（月）より 転入・転出・転居などの届出に本人確認をすることになりました

　最近、第三者が本人の知らない間に転入・転出および転居などの届出を行ない、住民基本台帳に事実でない記載がな

されるなどの虚偽届出事件が全国的に発生し、社会問題化しています。住民基本台帳法の改正により、こうした虚偽の

届出を未然に防止するため、10月３日（月）から転入、転出および転居などの届出の際に本人であることが確認できる証

明書類（住民基本台帳カード、運転免許証、パスポートなど）を提示していただくことになりました。証明書類などを持っていない

人は、窓口で申し出てください。みなさんのご理解とご協力をお願いします。（詳しいことは９月27日発行の本紙でお知らせします。）

〈詳しくは〉

市民課　�22-1111 内線 312

む
つ
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
、
む
つ
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
が
変

わ
り
ま
す
。

【
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
】と
は
…
次
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
を
対
象

に
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、
本
人
お
よ
び
扶

養
義
務
者
等
の
所
得
が
所
得
制
限
額
を
超
え
た
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

介護保険施設入所者の利用者負担額が変わります
　介護保険法が改正され、10月１日から介護保険施設（介護老人福祉施設・介護老人保健施設・介護療養型医療施設）に入所している方の

食費の利用者負担額が変わるほか、新たに居住費が徴収されることになりました。

　これらの費用には、これまでの食費と同様に低所得者の方への軽減措置があり、負担上限額が設けられています。

　これまでの介護保険料第二段階をさらに二つに細分化し、それぞれの収入に応じた上限額が設定されています。

　負担額の区分および１か月の費用の目安は次のとおりです。

区分 居住費 食費

第一段階 生活保護受給者・住民税非課税世帯の老齢福祉年金受給者
個　室 9,600円～ 24,600円

9,000円
多床室 0円

第二段階 住民税非課税世帯で『課税年金収入額＋年金以外の合計所得金額』が80万円以下の方
個　室 12,600円～ 24,600円

11,700円
多床室 9,600円

第三段階 住民税非課税世帯で第二段階に該当しない方
個　室 24,600円～ 49,200円

19,500円
多床室 9,600円

第四段階 住民税課税世帯の方
個　室 34,500円～59,100円

41,400円
多床室 9,600円

※短期入所の場合は日割となります。

〈詳しくは〉

市介護福祉課介護保険係�22-1111 内線 435
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（２００５年・第６１３号）

　

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
器
具
（
ス
プ

レ
ー
式
の
簡
易
型
消
火
器
）は
、
一
般
の
消
火

器
と
比
較
し
て
軽
量
コ
ン
パ
ク
ト
、
取

扱
い
方
法
も
簡
単
で
、
火
災
が
起
き

た
と
き
の
初
期
消
火
に
は
有
効
な
も
の

で
、
ご
家
庭
に
備
え
付
け
て
い
る
方
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
器
具

に
つ
い
て
、冷
蔵
庫
の
上
に
置
い
て
あ
っ

た
と
こ
ろ
、
破
裂
し
た
事
例
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
取
扱
い
に
つ

い
て
、
次
の
点
に
注
意
願
い
ま
す
。

①
設
置
場
所
に
つ
い
て

　

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
器
具
に

表
示
さ
れ
て
い
る
使
用
温
度
範
囲
を

超
え
る
場
所
に
置
か
な
い
こ
と
。
特

に
台
所
や
自
動
車
の
車
内
、
直
射
日

光
が
当
た
る
場
所
等
、
温
度
が
40
度

を
超
え
る
場
所
に
置
か
な
い
こ
と
。

②
品
質
保
証
期
間
に
つ
い
て

　

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
器
具
に

表
示
さ
れ
て
い
る
品
質
保
証
期
間
を

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
器
具
の
不
具
合
に
つ
い
て

経
過
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

製
造
業
者
の
指
定
す
る
方
法
で
廃
棄

す
る
こ
と
。（
代
表
的
な
処
分
方
法
は
消
火

薬
剤
を
全
部
放
射
し
、
缶
の
中
の
残
ガ
ス
を

完
全
に
抜
い
て
穴
を
あ
け
て
廃
棄
す
る
方
法

で
す
が
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
製
造

業
者
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
）

③
そ
の
他
、
消
火
能
力
に
つ
い
て

　

一
部
の
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火

器
具
は
、
消
火
能
力
が
低
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
目
安
と
し
て
、
日
本
消

防
検
定
協
会
に
よ
る
鑑
定
を
受
け
た

消
火
器
は
、
き
ち
ん
と
し
た
性
能
試

験
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
れ
に
合
格

し
た
も
の
で
す
。
鑑
定
を
受
け
た
も

の
は『
鑑
第
○
○
〜
○
号
』等
本
体
に

表
示
が
あ
り
ま
す
。

　

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
エ

ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
器
具
の
製
造
業

者
、
ま
た
は
最
寄
り
の
消
防
署
・
消
防

分
署
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
消
防
署　

�

22

－

１
６
８
０

大
湊
消
防
署　

�

24

－

２
０
９
１

大
畑
消
防
署　

�

34

－

２
２
３
３

川
内
消
防
分
署　

�

42

－

３
２
１
５

脇
野
沢
消
防
分
署　

�

44

－

２
０
２
０

　

10
月
１
日
付
け
で
国
民
健
康
保
険
の

『
保
険
証
』（
被
保
険
者
証
）が
更
新
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
使
っ
て
い
る
保
険

証
は
、
10
月
１
日
以
降
使
え
な
く
な
り

ま
す
。
医
療
機
関
等
を
利
用
す
る
場
合

は
、
必
ず
新
し
い
保
険
証
を
窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
理
解

願
い
ま
す
。

①
保
険
証
の
有
効
期
限
が
１
年
ま
た
は

３
か
月
の
２
種
類
と
な
り
、
国
保
税

の
納
付
状
況
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
該

当
す
る
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

②
特
別
の
事
情
が
な
く
、
納
期
限
か
ら

１
年
を
経
過
す
る
ま
で
に
国
保
税
を

納
付
し
て
い
な
い
と
き
は
、
更
新
後

で
も
保
険
証
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
、

『
被
保
険
者
資
格
証
明
書
』が
交
付
さ

れ
ま
す
。
被
保
険
者
資
格
証
明
書
で

受
診
し
た
と
き
は
、
か
か
っ
た
医
療

費
は
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
納
期
限
か
ら
１

年
６
か
月
経
過
後
も
保
険
税
を
納
付

し
て
い
な
い
と
き
は
、
保
険
給
付
が

差
し
止
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

国
保
加
入
者
の
み
な
さ
ん
へ 

保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

※
新
し
い
保
険
証
は
９
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

届
き
ま
し
た
ら
記
載
内
容
に
誤
り
が
な
い
か

を
確
認
し
、
大
切
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

※
出
稼
ぎ
等
に
よ
り
遠
隔
地
の
保
険
証
が
必

要
な
方
は
、
新
し
い
保
険
証
が
届
い
て
か
ら

お
手
続
き
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
国
保
年
金
課
国
保
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
３
２
２

川
内
庁
舎
市
民
生
活
課

�

42

－

２
１
１
１

大
畑
庁
舎
市
民
生
活
課

�

34

－

２
１
１
１

脇
野
沢
庁
舎
市
民
生
活
課

�

44

－

２
１
１
１

長
編
ア
ニ
メ
『
ハ
ー
ド
ル
』
上
映
会

　

市
で
は
、
人
権
啓
発
活
動
の
一
環
と

し
て
、
子
ど
も
の
人
権
擁
護
を
題
材
と

し
た
長
編
ア
ニ
メ
『
ハ
ー
ド
ル
』
の
上

映
会
を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉９
月
25
日（
日
）

①
午
前
10
時
30
分
〜（
開
場
・
午
前
10
時
）

②
午
後
１
時
30
分
〜（
開
場
・
午
後
１
時
）

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

〈
入
場
料
〉無
料（
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
）

〈
入
場
整
理
券
配
布
場
所
〉

 

・
市
広
報
広
聴
課

 

・
各
庁
舎
地
域
振
興
課

 

・
市
内
各
公
民
館

 

・
市
立
図
書
館　

 

・
下
北
文
化
会
館

〈
詳
し
く
は
〉

市
広
報
広
聴
課

�

22

－

１
１
１
１
内
線
２
５
２

を①操作方法に従って、バケツなどに薬剤を
全量放出してください。（ゴム手袋などを
して消火薬剤が肌にかからないように注
意してください。肌にかかった場合はす
ぐに水で洗い流してください）

②容器の中の残ガスを完全に抜いてください。

③消火薬剤は液体のものは水を主成分にし
た洗剤に近い成分なので、そのまま排水
溝に捨てても問題がないものが殆どです。

④容器に穴をあけて不燃ゴミとして処分し
てください。

注意！
・人に向けて放射しない。
・放射する時は、屋外でバケツ等に放射する。
・缶本体に取扱いにおける注意事項が記載さ
れているので、必ず確認する。 
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（２００５年・第６１３号）

転倒予防教室一部変更のお知らせ
次の転倒予防教室に一部変更がありました。

９月17日（土）
午後１時30分

～３時30分

変更前 大曲コミュニティセンター

変更後 この日の開催はありません

９月22日（木）午前10時～正午
変更前 アイリスケアセンターむつ

変更後 長寿荘

〈詳しくは〉
市介護福祉課介護福祉係 �22-1111内線 436

　

今
年
か
ら
秋
休
み
子
ど
も
講
座
を
開

講
し
ま
す
。
お
友
達
と
ふ
る
っ
て
参
加

し
て
く
だ
さ
い
！

〈
対
象
〉

　

二
学
期
制
を
実
施
し
て
い
る
、
第

二
田
名
部
小
、
関
根
小
、
大
湊
小
の

児
童
。

〈
募
集
要
項
〉

９
月
20
日（
火
）か
ら
募
集
開
始
、
定

員
に
な
り
次
第
締
切
り

【
パ
ソ
コ
ン
教
室
】

〈
い
つ
〉

 

・
10
月
５
日（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
・
午
前
９
時
〜
）

 

・
10
月
６
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
・
午
後
１
時
〜
）

〈
ど
こ
で
〉市
中
央
公
民
館
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム

〈
定
員
〉各
日
10
名

〈
参
加
料
〉１
０
０
円（
当
日
集
め
ま
す
）

〈
準
備
す
る
も
の
〉筆
記
用
具

〈
ど
ん
な
〉

グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
づ
く
り

（
イ
ラ
ス
ト
付
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
）

秋
休
み
子
ど
も
講
座
参
加
者
募
集
！

　

紅
葉
と
千
変
万
化
の
水
の
流
れ
が
生
む

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
景
観
が
楽
し
め
ま
す
。

※
万
一
の
事
故
に
備
え
て
障
害
保
険
等
に
ご

加
入
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉10
月
15
日（
土
）

午
前
７
時
〜
午
後
３
時

※
午
前
７
時
む
つ
市
役
所
前
集
合

秋

季

大

掃

除

　

秋
の
大
掃
除
を
行
い
、
み
な
さ
ん
の

生
活
空
間
を
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

町
内
会
等
で
地
域
の
清
掃
を
予
定
し
て

い
る
み
な
さ
ん
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
の

各
地
区
担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
廃
棄
物
対
策
課

�

22

－

１
１
１
１
内
線
３
４
３

川
内
庁
舎
市
民
生
活
課

�

42

－

２
１
１
１

大
畑
庁
舎
市
民
生
活
課

�

34

－

２
１
１
１

脇
野
沢
庁
舎
市
民
生
活
課

�

44

－

２
１
１
１

【
茶
道
体
験
教
室
】

〈
い
つ
〉10
月
６
日（
木
）

午
前
10
時
〜
正
午

（
受
付
・
午
前
９
時
30
分
〜
）

〈
ど
こ
で
〉

市
中
央
公
民
館
高
齢
者
研
修
室
・
婦
人
研
修
室

〈
定
員
〉20
名

〈
参
加
料
〉１
０
０
円（
当
日
集
め
ま
す
）

〈
準
備
す
る
も
の
〉筆
記
用
具

〈
ど
ん
な
〉茶
道
体
験

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
中
央
公
民
館

�

24

－

１
２
２
４

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

〈
コ
ー
ス
〉奥
入
瀬
渓
流（
約
14
㎞
）

〈
定
員
〉30
名

〈
準
備
す
る
も
の
〉

昼
食
、
雨
具
、
着
替
え
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
を
着
用

〈
講
師
〉む
つ
山
岳
会

〈
そ
の
他
〉

 

・
雨
天
の
際
は
中
止
し
ま
す
。
判
断
の

つ
か
な
い
場
合
に
は
、
午
前
６
時
以

降
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

 

・
申
込
み
は
９
月
26
日
（
月
）よ
り
受
付

ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
保
健
体
育
課
体
育
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
７
４
２

　

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
隊
で
は
、
下

北
地
域
の
み
な
さ
ま
を
対
象
と
し
て
、

大
湊
音
楽
隊
に
よ
る
第
17
回
『
市
民
と

の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
』を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉10
月
８
日（
土
）午

後
２
時
〜
４
時

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

〈
入
場
料
〉無
料

〈
応
募
方
法
〉

　

入
場
を
ご
希
望
の
方
は
、
往
復
ハ

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
教
室

〜
ア
ロ
マ
で
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
ダ
イ

エ
ッ
ト
〜

　
『
脂
肪
と
老
廃
物
の
塊
』と
言
わ
れ

る
セ
ル
ラ
イ
ト
を
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
と
パ

ワ
ー
ヨ
ガ
で
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

　

リ
ン
パ
さ
ら
さ
ら
生
活
を
今
日
か
ら

始
め
ま
せ
ん
か
？

〈
い
つ
〉９
月
17
日（
土
）・
午
後
２
時
〜

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
第
二
集
会
室

〈
講
師
〉

日
本
ア
ロ
マ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

山　

本　

由
佳
子（
旧
姓
・
斉
藤
）

〈
参
加
費
〉無
料

※
材
料
費
と
し
て
５
百
円
が
必
要
で
す
。

〈
準
備
す
る
も
の
〉バ
ス
タ
オ
ル

〈
詳
し
く
は
〉

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ブ
・
山
本

�

０
８
０

－

１
８
３
２

－

３
２
９
９

大
湊
音
楽
隊 

第
17
回『
市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
』

ガ
キ（
１
枚
で
５
名
ま
で
応
募
で
き
ま
す
）に

応
募
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
電

話
番
号
お
よ
び
同
行
者
全
員
（
４
名
ま

で
）の
氏
名
お
よ
び
年
令
を
明
記
の
う

え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

結
果
は
、
返
信
ハ
ガ
キ
に
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

〈
応
募
締
切
〉

９
月
22
日（
木
）当
日
消
印
有
効

〈
問
合
せ
・
応
募
先
〉

〒
０
３
５

－

８
５
１
１

む
つ
市
大
湊
町
４

－

１

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
総
監
部
広
報
係

�

24
－

１
６
４
０
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（２００５年・第６１３号）

平成17年度むつ市民大学後期ゼミナール
　むつ市民大学では、生涯学習の一環として、各ゼミナールを企画しています。興味のある方はぜひご参加ください。なお、

定員になり次第締め切りとなります。（教材費等は自己負担となります。）

テ ー マ 太　極　拳 料　　　理 て　ん　刻 レザークラフト

定　　員 25名 20名 15名 15名

内　　容 太極拳入門 郷土料理 雅印の彫り方 財布作り

講 師 名 出　崎　陽　子 祐　川　サカエ 鳥　山　久　雄 望　月　節　子

開 催 日

10月 28日（金）

11月４日（金）

11月11日（金）

11月18日（金）

11月25日（金）

12月２日（金）

10月４日（火）

10月11日（火）

10月18日（火）

10月25日（火）

11月１日（火）

11月８日（火）

10月７日（金）

10月17日（月）

10月21日（金）

10月28日（金）

11月４日（金）

11月11日（金）

10月７日（金）

10月14日（金）

10月21日（金）

10月28日（金）

11月４日（金）

11月11日（金）

会　　場 市中央公民館 市中央公民館 市中央公民館 市中央公民館

開催時間 13：30～15：30 10：00～12：00 18：30～ 20：30 10：00～12：00

※開催日等変更になることもありますので、ご了承ください。

〈詳しくは〉 市中央公民館�24-1224

９月16日（金）

午前８時30分より

申込受付開始！
※土・日曜日および祝日を除く
午前８時30分～午後５時　

手
話
講
習
会

　

『
手
話
』は
聞
こ
え
な
い
人
た
ち
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
す
。
あ
な

た
も
『
目
で
見
る
言
葉
』で
あ
る
手
話
を

学
ん
で
、
聞
こ
え
な
い
人
た
ち
と
心
の

交
流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

〈
い
つ
〉

10
月
６
日（
木
）・
13
日（
木
）・
19
日（
水
）・
27
日（
木
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
手
話
点
字
室

〈
受
講
料
〉無
料

※
初
め
て
受
講
す
る
方
は
テ
キ
ス
ト
代
と
し

て
１
千
２
百
円
が
必
要
で
す
。

〈
申
込
方
法
〉

　

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
で
受
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
生
活
福
祉
課
障
害
福
祉
係
・
大
見

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
２
５

む
つ
ろ
う
あ
協
会
事
務
局
・
杉
山

22
－

９
６
２
０

〜
退
職
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
〜

退
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

　

青
森
高
齢
期
雇
用
就
業
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
概
ね
45
才
以
上
の
就
業
中

の
方
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
期
の
職
業
生
活
設
計
に
関
す
る

情
報
提
供
・
相
談
援
助
を
希
望
す
る
方
、

ま
た
定
年
を
迎
え
退
職
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
で
再
就
職
を
希
望
す
る
方
、
ま

た
総
務
・
人
事
担
当
者
の
方
の
参
加
も

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
い
つ
〉10
月
6
日（
木
）午

前
10
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館

〈
ど
ん
な
〉

 

・
雇
用
保
険
制
度
に
つ
い
て

 

・
退
職
後
の
医
療
保
険
に
つ
い
て

 
・
公
的
年
金
制
度
に
つ
い
て

〈
対
象
〉

 

・
概
ね
45
才
以
上
の
方

 

・
総
務
、
人
事
担
当
者

〈
定
員
〉40
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

〈
受
講
料
〉無
料

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

青
森
高
齢
期
雇
用
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

�

０
１
７
８

－

71

－

１
８
７
０

�koureiki@
htv-net.ne.jp　

キ
ッ
ズ
・
ポ
ッ
プ
ダ
ン
ス
・
セ
ミ
ナ
ー

〈
い
つ
〉10
月
１
日（
土
）〜
２
日（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉

１
日
・
希
望
の
友
保
育
園

２
日
・
下
北
文
化
会
館

〈
定
員
〉幼
児
・
小
学
生
各
30
名

〈
参
加
費
〉無
料

〈
そ
の
他
〉

　

運
動
し
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

中
高
年
の
た
め
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操

〈
い
つ
〉10
月
１
日（
土
）〜
２
日（
日
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉

１
日
・
希
望
の
友
保
育
園

２
日
・
下
北
文
化
会
館

〈
ど
ん
な
〉

・
か
ん
た
ん
ス
ト
レ
ッ
チ

・
肥
満
予
防
体
操

・
健
康
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

〈
定
員
〉大
人
50
名

〈
参
加
費
〉無
料

〈
そ
の
他
〉

　

運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

希
望
の
友
教
育
セ
ン
タ
ー

�

22

－

６
６
３
７
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（２００５年・第６１３号）

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
ガ
イ
ダ
ン
ス

〈
い
つ
〉９
月
28
日（
水
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉市
立
図
書
館
集
会
室

〈
ど
ん
な
〉

『
い
き
い
き
は
た
ら
き
た
い

あ
な
た
の
た
め
に
』

①
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
の
現
状
、
知
っ

て
お
き
た
い
法
律
、
雇
用
・
労
働
条

件
、
税
金
と
保
険
、
履
歴
書
・
職
務

経
歴
書
の
書
き
方
等
に
つ
い
て
（
講
義

30
分
）

②
働
く
う
え
で
の
不
安
・
悩
み
等
に
つ

い
て（
個
別
相
談
30
分
）

〈
講
師
〉

（
財
）21
世
紀
職
業
財
団
青
森
事
務
所

雇
用
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

鳥
谷
部
エ
チ
子　
氏

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

Ｎ
Ｐ
О
法
人
む
つ
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト『
ひ
ろ
ば
』

�

23

－

７
８
４
４

第
２
回
む
つ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会

〈
い
つ
〉９
月
18
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

※
午
前
中
に
講
習
会
を
行
な
い
ま
す
。

〈
ど
こ
で
〉

グ
ラ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム（
東
通
村
石
持
牧
場
内
）

〈
参
加
費
〉２
千
円（
昼
食
代
含
む
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

藤
田
�

23

－

１
３
２
０

下
北
文
化
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
か
ら

番
組
入
替
の
お
知
ら
せ

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
、
秋
の
番
組

へ
の
入
替
作
業
お
よ
び
機
器
点
検
の
た

め
、
９
月
10
日
（
土
）〜
９
月
24
日
（
土
）

ま
で
の
間
投
影
を
お
休
み
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
10
月
１
日
（
土
）か
ら
秋
の
新
番

組
を
投
影
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ど
う

ぞ
お
楽
し
み
に
。

〈
詳
し
く
は
〉

下
北
文
化
会
館

�

22

－

８
４
１
１

　８月19日／樽神輿合同運行

紹介します！【宝くじ助成事業】
120 年の伝統を誇る大湊ネブタ合同運行委員会が、

（財）自治総合センターの行なっている平成17年度

宝くじ助成事業により助成を受けました。囃子組の

袢纏を揃え、５尺の大太鼓、台車も購入しました。

今後も、伝統文化継承に積極的に取組む環境づくり

と伝承文化継承を通じて地域の活性化に貢献しよう

と一生懸命頑張っています。

〈詳しくは〉

市広報広聴課 �22-1111内線 253
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【９月の探求コーナーのお知らせ】

　探求コーナーは、毎週日曜日と第２・４土曜日、祝日の

みの開催となります。

　　①『超低温の世界を調べよう』11:00～11:30

　　②『電子発見の歴史を調べよう』14:00～14:30

　　③『ミクロの世界を調べよう』15:00～16:00

【工作コーナーのお知らせ】

　むつ科学技術館では、８月27日（土）から10月29日（土）

までの毎週土曜日と日曜日、祝日に「つくってたいけん工作

コーナー」にて、「光のしおりをつくろう」を開催しています。

読書に最適なこの季節に、ぜひオリジナルのしおりを作っ

てみませんか？参加費や予約などは必要ありません。入館

料のみで参加できます。なお、参加は中学生以下のお客様

を対象とさせていただきます。

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　�25-2091

　　　　　　　　   25-2092

� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

　はじめて参加される方は前もってご連絡ください。
　お花と手芸は材料費が必要です。
〈どこで〉

・老人憩の家『禄寿荘』（新　町）�23 - 5800
・老人憩の家『福寿荘』（川守町）�29 -1800

〈詳しくは〉

　単位老人クラブ会長、または老人クラブ連合会会長代理・
傳法幾代治さん（�24 - 4396）へお問い合わせください。

【 1 0 月 の 日 程 】

《禄寿荘》　禄寿荘の各教室は新しく会員を募集しています。
お 花 教 室 ……… ６日（木）・２０日（木）
手 芸 教 室 ……… ４日（火）・１８日（火）
詩 吟 教 室 ……… ７日（金）・２１日（金）
踊 り 教 室 ……… １２日（水）・２６日（水）
お 茶 教 室 ……… １３日（木）・２７日（木）
習 字 教 室 ……… １４日（金）
コーラス 教 室 ……… １７日（月）・２８日（金）
ダ ン ス 教 室 ……… １２日（水）・２６日（水）
カラオ ケ 教 室 ……… １７日（月）・２４日（月）
囲碁・将棋教室 ……… ４日（火）・１８日（火）

〈時間〉

ダンス教室は午後１時～３時、カラオケ教室・囲碁
将棋教室は午後１時～４時、その他の教室は午前10
時～正午

《福寿荘》　福寿荘の各教室は新しく会員を募集しています。
詩 吟 教 室 ……… ４日（火）・１８日（火）
俳 句 教 室 ……… ７日（金）・２１日（金）
日 舞 教 室 ……… ３日（月）・１７日（月）
着 付 教 室 ……… ２４日（月）
唱 歌 教 室 ……… ７日（金）・２１日（金）
カラオ ケ 教 室 ……… １３日（木）・２７日（木）

〈時間〉

カラオケ教室は午後１時～４時、俳句教室は午前９
時～正午、その他の教室は午前10時～正午

生きがいサークル　　　　　
　　むつ市老人クラブ連合会

市政だより掲載記事

募　集　中！！
　みなさんの身近なニュース、楽しかったことや日常の

生活で感じたことなどを紹介します。

　住所と氏名、連絡先を明記のうえ写真があれば写真と

簡単なコメント等を添えて係までお寄せください。

〈詳しくは〉

市 広 報 広 聴 課　�22-1111内線254

川内庁舎地域振興課　�42-2111　　　　　

大畑庁舎地域振興課　�34-2111　　　　　

脇野沢庁舎地域振興課　�44-2111　　　　　
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各 種 相 談 日 程

法律相談 市広報広聴課�22-1111内線252

10月28日（金）場所は市民相談室。予約制です。相談の際
はできるだけ関係書類を持参してください。

法律相談 むつ市社会福祉協議会�22-1111内線862

10月20日（木）場所は下北文化会館第２集会室。予約制
です。

法律相談 青森県弁護士会�017-777-7285

毎月第１・２金曜日 場所はむつ商工会議所。料金は5,000円、
予約制です。（扶助制度があります。）13:00 ～ 16:00

交通事故相談 市広報広聴課�22-1111内線252

10月20日（木）
場所は市民相談室。予約制です。

10:00 ～ 16:00

税務相談 市広報広聴課�22-1111内線252

10月21日（金） 場所は市民相談室。相続税、贈与税、退職金と
税金、年金と税金等について相談を受けます。9:30 ～ 15:00

人権相談 青森地方法務局むつ支局�23-3202

火・土・日・祝日を除く毎日 場所は下北合同庁舎３階相談室。家族間や近隣関係
のこと、学校や職場内のことなどの相談を受けます。10:00 ～ 16:00

心配ごと相談 相談専用電話�22-2731

月 ～ 金 曜 日 場所は旧市集会所。祝日、第３木曜日は
休み。10:00 ～ 15:00

心配ごと相談 むつ市社会福祉協議会大畑支所�34-3537

毎月第１・３水曜日 場所は総合福祉センター（ふれあいかん）
２階ボランティア室。祝日は休み。10:00 ～ 15:00

教育相談 相談専用電話�22-0974

月 ～ 金 曜 日 場所は教育研修センター。予約制です。祝日は休み。
中学生までの教育に関する相談に応じています。9:00 ～ 16:00

心の健康相談 下北地方健康福祉こどもセンター�24-1231

10 月５日・27 日 場所は下北地方健康福祉こどもセンター。予約制です。
心の悩み、心の病気、痴呆等の相談を専門医が受けます。13:00 ～ 14:00

女性の健康相談 下北地方健康福祉こどもセンター�24-1231

10月20日（木） 場所は下北地方健康福祉こどもセンター。予約制です。
女性の心身の健康に関する相談に応じます。10:00 ～ 10:30

『アルコホーリクス・アノニマス』 
むつグループミーティング

下北地方健康福祉こどもセンター�24-1231〈相談窓口〉
ＡＡむつグループ・吉田　�24-3623〈問 合 先〉

毎月第２・４日曜日 場所は中央公民館。アルコール依存症と診断された方の回
復のための自助グループです。どなたでも参加できます。13:30 ～ 15:00

年金相談の時間延長と休日相談開設
　青森社会保険事務局むつ事務所では、年金相談およ

び保険料納付相談を次のとおり実施します。

　この機会に、ご自分と年金の関係について再点検す

ることをお勧めします。

〈詳しくは〉

青森社会保険事務局むつ事務所�22-2278　　　　

市国保年金課老人医療年金係�22-1111内線 327

《開設日時》

９月 17日（土）・20日（火）・26日（月）・10月３日（月）・８日（土）・11日（火）・15日（土）

平日・午前８時 30分～午後７時／土曜日・午前９時 30分～午後４時

《開設場所》

青森社会保険事務局むつ事務所

〈
い
つ
〉10
月
16
日（
日
）午

後
１
時
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ『
多
目
的
ル
ー
ム
』

〈
ど
ん
な
〉

　

シ
ル
バ
ー
を
使
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ペ
ン
ダ
ン
ト
ト
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。

〈
対
象
〉中
学
生
以
上

〈
定
員
〉15
名（
先
着
順
）

〈
参
加
費
〉無
料

〈
講
師
〉 

熊　

坂　

広　

美　
氏

〈
申
込
開
始
〉

９
月
27
日（
火
）・
午
前
９
時
30
分
〜

〈
申
込
方
法
〉

　

電
話
、
ま
た
は
直
接
受
付
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

〈
準
備
す
る
も
の
〉

エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

東
通
原
子
力
Ｐ
Ｒ
施
設『
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
』

�

23

－
７
８
４
４

シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室

第45回むつ市民体育大会一部変更について
次の競技の時間と場所が変更になりました。

サッカー 追　加 10月２日（日） 午前９時～ 運動公園スポーツ広場

バドミントン
変更前

10月９日（日） 開会式終了後
大 平 中 学 校

変更後 奥 内 小 学 校

陸上競技
変更前 10月９日（日） 開会式終了後

運動公園陸上競技場
変更後 10月８日（土） 午前９時～

〈詳しくは〉
市保健体育課体育係 �22-1111内線 742
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これからの予防接種日程
=☆ 麻しん・風しん・三種混合 ☆ =

対象児 実施日

麻 し ん １　才 ～ ７才６か月未満 10月４日（火）

風 し ん １　才 ～ ７才６か月未満 10月４日（火）

三種混合 ３か月 ～ ７才６か月未満 ９月27日（火）

受付
時間

佐 藤 小 児 科 ……… 14:00～17:00

ちばクリニック ……… 14:00～15:00（接種時間14:00～15:

菊　池　医　院 ……… 13:30～14:30

どんぐりクリニック ……… 14:00～15:30

（２００５年・第６１３号）

三種混合予防接種
　母子健康手帳、すこやかブックについている三種混合

予防接種予診票を持って、当日会場へお越しください。

【川内地区】・川内庁舎健康福祉課�42-4163

実施日 受付時間 実施場所

10月７日（金） 13:20～13:40 健康管理センター

【大畑地区】・総合福祉センター（ふれあいかん）�34-6611

実施日 受付時間 実施場所

10月３日（月） 15:00～15:30 大 畑 診 療 所

基本健康診査・肺がん検診
結核検診のお知らせ

　受診される方は電話でお申込みください。

いつ どこで 定員 受付時間

10月18日（火）北関根研修センター 80名

17:30

～

1830

10月19日（水）大曲コミュニティセンター 100名

10月 20日（木）下 北 文 化 会 館 100名

10月 24日（月）大 平 集 会 所 80名

10月 25日（火）下 北 文 化 会 館 100名

10月 26日（水）近 川 集 会 所 80名

　基本健診・肺がん検診は、生活保護受給中または市民税非
課税世帯の方、70才以上の方は健（検）診料が無料になります。

基本健診

対象年齢 40才以上

検査項目

問診、身体計測、尿検査、血圧、心電図

血液検査（貧血、肝機能、コレステロール、血糖、尿酸、尿素窒素）

診察、眼底検査（医師の指示のある方のみ）

健診料 1,300円

肺がん検診

対象年齢 40才以上

検査項目 胸部レントゲン

検診料 200円

結核検診

対象年齢 16才以上

検査項目 胸部レントゲン

検診料 無料

〈問合せ・申込先〉市健康推進課予防係�22-1111内線 445・446
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骨
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度
検
診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

今
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中
に
40
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・
45
才
・
50
才
・
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達
す
る
女
性
を
対
象
に
骨
密
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を
実
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し
ま
す
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ご
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望
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方
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こ
の
機
会
に
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だ
さ
い
。
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さ
い
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（２００５年・第６１３号）

『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。
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